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民
団
中
央
本
部
（
呉
公
太

団
長
）
は
１２
月
９
日
、
「
関

東
大
震
災
虐
殺
を
還
み
る
追

悼
と
人
権
の
集
い
―
９４
年
後

の
今
も
流
言
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
は
息
を
潜
め
て
い
る
か

―
」
を
開
催
す
る
（
主
管
、

人
権
擁
護
委
員
会
�
李
根
�

委
員
長
）。

こ
の
集
い
は
、
関
東
大
震

災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
事
実
を

隠
ぺ
い
し
よ
う
と
す
る
歴
史

修
正
主
義
を
糾
弾
す
る
と
と

も
に
、
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

対
策
法
」
が
施
行
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し

て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
横
行

し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
集
団

殺
り
く
）
に
拡
大
す
る
憂
慮

に
つ
い
て
警
鐘
を
な
ら
す
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

ま
ず
６
５
０
０
人
以
上
の

朝
鮮
人
が
軍
隊
、
警
察
、
民

衆
に
殺
さ
れ
た
と
い
う
歴
史

を
、
資
料
と
証
言
で
検
証
し

た
映
画
「
隠
さ
れ
た
爪
跡
」

（
８３
年
、
呉
充
功
監
督
）
を

上
映
。
そ
の
後
、
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
家
の
加
藤
直
樹

氏
（
『
九
月
、
東
京
の
路
上

で
』
著
者
）
、
社
会
学
者
の

明
戸
隆
浩
氏
、
民
団
中
央
本

部
の
権
清
志
企
画
調
整
室
長

に
よ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
・

ク
ラ
イ
ム
に
関
す
る
鼎
談
が

行
わ
れ
る
。

会
場
は
在
日
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
「
ス
ペ
ー
ス
Ｙ
」
（
東
京

都
千
代
田
区
）で
１４
時
か
ら
。

参
加
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は

生
活
局
（
０
３
・
３
４
５
４

・
４
９
１
６
）。

こ
の
ほ
か
、
人
権
関
連
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
民
団
鳥

取
県
本
部
が
１１
月
１１
日
１４
時

か
ら
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
で

「
永
住
外
国
人
の
人
権
と
在

日
コ
リ
ア
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
く
。
ま
た
、
同
愛

知
県
本
部
が
１１
月
２８
日
１８
時

か
ら
名
古
屋
韓
国
学
校
で

「
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
関

東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺

か
ら
考
え
る
こ
と
」
を
開
催

す
る
。
講
師
は
作
家
の
加
藤

氏
と
権
企
画
調
整
室
長
。

千
葉
県
市
川
浦
安
支
部
は

１２
月
２
日
１４
時
か
ら
市
川
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
実
施

予
定
。
兵
庫
県
本
部
は
１２
月

１０
日
１２
時
か
ら
同
本
部
で

「
人
権
フ
ェ
ス
タ
兵
庫
解
消

法
施
行
か
ら
１
年
半
、
何
が

必
要
か
」
を
開
く
。

韓
国
の
釜
山
で
開
か
れ
た
朝
鮮
通
信
使
祭
り

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
は
１０
月
３０
日
、
歴
史
的
文
書
な
ど
を
対
象
と
す
る
「
世
界
の
記
憶
」
（
世
界
記
憶
遺
産
）
に
「
朝
鮮

通
信
使
に
関
す
る
記
録
」
の
登
録
を
決
め
た
。
専
門
家
で
つ
く
る
国
際
諮
問
委
員
会
が
２４
～
２７
日
の
審
査
で
承
認
し
、
委
員
会
の
勧
告
を
受
け
た

ユ
ネ
ス
コ
の
ボ
コ
バ
事
務
局
長
が
登
録
を
最
終
決
定
し
た
。
民
団
は
今
年
度
の
方
針
で
韓
日
友
好
・
共
生
促
進
を
打
ち
出
し
、
そ
の
中
で
「
朝
鮮

通
信
使
世
界
遺
産
登
録
」
を
掲
げ
て
い
た
。
中
央
本
部
の
呉
公
太
団
長
は
３１
日
、
歓
迎
の
談
話
（
別
掲
）
を
発
表
し
た
。

世
界
遺
産
登
録
は
、
韓
国

の
釜
山
文
化
財
団
と
日
本
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
朝
鮮
通
信
使

縁
地
連
絡
協
議
会
（
縁
地

連
）」（
長
崎
県
対
馬
市
）
が

昨
年
３
月
、
共
同
申
請
し
た

も
の
で
、
朝
鮮
通
信
使
に
関

す
る
外
交
文
書
や
旅
程
の
記

録
、
文
化
記
録
な
ど
１
１
１

件
３
３
３
点
（
韓
国
側
６３
件

１
２
４
点
、
日
本
側
４８
件
２

０
９
点
）
が
対
象
に
な
っ
て

い
る
。

民
団
は
大
阪
府
堺
支
部
を

皮
切
り
に
、
中
央
本
部
を
は

じ
め
京
都
、
山
口
、
福
岡
、

大
阪
、
東
京
、
愛
知
、
神
奈

川
、
埼
玉
、
滋
賀
、
岩
手
、

長
崎
、
宮
城
、
群
馬
、
高
知
、

佐
賀
、
静
岡
、
岡
山
、
富
山
、

広
島
、
石
川
、
茨
城
、
北
海

道
の
１
支
部
、
２３
本
部
が
縁

地
連
に
加
入
し
、
各
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
で
朝
鮮
通
信
使
パ

レ
ー
ド
再
現
を
実
施
す
る
な

ど
、
宣
伝
広
報
を
中
心
に
し

な
が
ら
遺
産
登
録
の
雰
囲
気

づ
く
り
に
努
め
て
き
た
。

朝
鮮
通
信
使
は
豊
臣
秀
吉

の
壬
辰
倭
乱
（
朝
鮮
出
兵
�

文
禄
・
慶
長
の
役
）
で
断
絶

し
た
朝
鮮
と
の
交
流
を
回
復

す
る
た
め
、
鎖
国
時
代
の
さ

中
に
対
馬
藩
が
国
交
回
復
に

向
け
て
尽
力
し
、
江
戸
幕
府

の
要
請
を
受
け
、
派
遣
が
始

ま
っ
た
。

１
６
０
７
年
に
国
書
を
携

え
た
朝
鮮
通
信
使
一
行
約
５

０
０
人
規
模
の
文
化
使
節
団

が
対
馬
の
宗
藩
主
一
行
と
合

流
し
、
往
復
６
～
８
カ
月
か

か
る
江
戸
ま
で
の
旅
に
出

た
。
江
戸
幕
府
は
通
信
使
を

６０
余
り
の
地
域
を
あ
げ
て
歓

待
し
、
学
者
・
文
化
人
は
通

信
使
と
の
交
流
を
「
終
身
の

栄
」
と
受
け
止
め
た
の
を
は

じ
め
、
民
衆
は
沿
道
に
あ
ふ

れ
た
と
い
う
。
１
８
１
１
年

ま
で
の
間
、
１２
回
に
わ
た
り

派
遣
さ
れ
、
両
国
の
平
和
と

善
隣
友
好
の
象
徴
と
語
り
継

が
れ
て
い
る
。

通
信
使
ユ
ネ
ス
コ
登
録
決

定
の
朗
報
に
、
民
団
中
央
本

部
の
呉
団
長
は
談
話
文
を
発

表
。
縁
地
連
の
松
原
一
征
理

事
長
も
３１
日
、「
感
無
量
だ
。

２
０
１
２
年
に
登
録
を
目
指

し
活
動
を
始
め
て
今
日
ま

で
、
日
韓
両
国
の
民
間
団
体

に
よ
る
共
同
申
請
を
行
う
に

あ
た
り
、
お
互
い
の
文
化
の

壁
な
ど
を
乗
り
越
え
つ
つ
協

議
を
重
ね
て
き
た
。
１
年
８

カ
月
の
広
報
活
動
を
続
け
な

が
ら
、
つ
い
に
登
録
が
達
成

さ
れ
た
。
縁
地
連
結
成
か
ら

２３
年
の
集
大
成
で
あ
り
、
ま

た
悲
願
と
も
い
え
る
も
の

だ
。こ
の
登
録
を
活
か
し
て
、

ま
す
ま
す
朝
鮮
通
信
使
ゆ
か

り
の
地
の
結
束
を
深
め
、
平

和
友
好
の
遺
産
で
あ
る
朝
鮮

通
信
使
が
国
内
的
に
も
世
界

的
に
も
定
着
し
て
い
く
よ
う

邁
進
し
て
い
く
所
存
だ
」
と

対
馬
市
役
所
で
開
か
れ
た
記

者
会
見
で
話
し
た
。

本
日
、
朝
鮮
通
信
使
の
ユ

ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
登
録
と
い

う
朗
報
を
受
け
、
こ
の
歴
史

的
な
瞬
間
に
立
ち
会
え
た
こ

と
を
私
た
ち
は
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

ま
た
、
紆
余
曲
折
あ
り
な

が
ら
も
協
力
し
合
い
精
力
的

に
こ
の
活
動
を
推
進
し
て
こ

ら
れ
た
関
係
者
の
方
々
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。こ

の
活
動
は
、
韓
日
両
国

の
２
つ
の
民
間
団
体
が
中
心

と
な
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
本
団
は
日
本
側
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
朝
鮮
通
信
使
縁
地

連
絡
協
議
会
」
の
一
員
と
し

て
協
力
し
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
本
団
地
方
本
部
に
お
い

て
は
、
地
域
社
会
で
開
催
さ

れ
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
で
朝
鮮

通
信
使
の
再
現
を
お
こ
な
う

な
ど
し
て
異
文
化
理
解
と
交

流
の
重
要
性
を
日
本
の
皆
さ

ま
と
共
に
唱
え
て
参
り
ま
し

た
。し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
活

動
の
高
ま
り
を
見
る
一
方

で
、
日
本
で
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
、
そ
し
て
韓
国
で
は
従

軍
慰
安
婦
問
題
が
再
燃
す
る

な
ど
記
憶
遺
産
登
録
の
活
動

を
推
し
進
め
て
い
く
上
で
、

両
国
の
厳
し
い
世
論
の
変
化

を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
こ
と
も
事
実
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
進
め

ら
れ
た
記
憶
遺
産
登
録
活
動

は
、
韓
国
と
日
本
の
文
化
交

流
が
も
た
ら
し
た
１
１
１
件

３
３
３
点
も
の
記
録
の
平
和

的
価
値
を
強
調
し
た
こ
と
に

加
え
、
韓
日
両
国
の
共
同
申

請
と
い
う
こ
と
が
私
た
ち
在

日
韓
国
人
に
と
っ
て
大
変
嬉

し
い
こ
と
で
し
た
。

朝
鮮
通
信
使
の
記
憶
遺
産

登
録
は
、
１７
世
紀
か
ら
１９
世

紀
の
韓
日
両
国
の
交
流
の
足

跡
を
知
る
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
、
日
本
の
朝
鮮
通
信
使

へ
の
対
応
お
よ
び
異
文
化
に

対
す
る
相
互
理
解
と
憧
憬
を

知
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ
り

ま
す
。

す
な
わ
ち
、
現
在
の
韓
国

と
日
本
に
一
番
求
め
ら
れ
て

い
る
視
点
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

本
日
よ
り
、
朝
鮮
通
信
使

関
連
記
録
を
世
界
の
宝
と
し

て
保
存
管
理
し
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
本
団
は
そ
の

一
翼
を
し
っ
か
り
と
担
い
な

が
ら
、
今
後
も
韓
国
と
日
本

の
懸
け
橋
の
役
割
を
積
極
的

に
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
今
回
の
朝
鮮
通
信
使

の
記
憶
遺
産
登
録
が
、
韓
国

と
日
本
の
新
た
な
友
好
時
代

の
幕
開
け
に
繋
が
る
こ
と
を

強
く
願
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
１０
月
３１
日

在
日
本
大
韓
民
国
民
団
中
央

本
部
団
長

呉
公
太

平昌五輪の聖火リレースタート
１日、空路で聖火がアテネから韓国に到着し、

フィギュアスケート女子金メダリストのキム・
ヨナさんが聖火台に点火した。平和と繁栄の聖
火リレーが仁川を出発した。 （３面）

京都・宇治市に
尹東柱碑が除幕
韓国を代表する詩人の生誕

１００周年を記念し、故人を偲
ぶ「記憶と和解の碑」が、生
前最後に写された写真にちな
んだ場所に設置された。

（４面）

統
一
教
育
院
で
修
了
式
後
に
記
念
撮
影

文
在
寅
大
統
領
は
１
日
、

国
会
で
施
政
方
針
演
説
を
行

い
、
今
後
取
り
組
む
政
治
課

題
に
つ
い
て
	１
韓
半
島
の
平

和
定
着
	２
韓
半
島
の
非
核
化

	３
韓
国
主
導
に
よ
る
南
北
問

題
の
解
決
	４
北
韓
の
核
問
題

の
平
和
的
解
決
	５
北
韓
の
挑

発
へ
の
断
固
た
る
対
応
―
の

５
つ
の
原
則
を
提
示
し
た
。

文
大
統
領
は
韓
半
島
の
平

和
定
着
に
向
け
「
い
か
な
る

場
合
で
も
武
力
衝
突
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
韓
国
の
事

前
同
意
の
な
い
軍
事
行
動
は

あ
り
得
な
い
」と
断
言
し
た
。

米
国
と
北
韓
と
の
間
で
軍
事

的
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る

中
、
軍
事
衝
突
の
阻
止
に
注

力
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

１
９
９
１
年
の
南
北
に
よ

る
韓
半
島
非
核
化
宣
言
に
触

れ
「
北
の
核
保
有
国
と
し
て

の
地
位
は
容
認
も
認
定
も
で

き
な
い
」
と
北
韓
に
核
放
棄

を
迫
る
と
と
も
に
、
「
わ
れ

わ
れ
も
核
を
開
発
、
保
有
し

な
い
」
と
述
べ
た
。

韓
国
主
導
に
よ
る
南
北
問

題
の
解
決
を
目
指
す
姿
勢
に

つ
い
て
は
、
「
わ
が
民
族
の

運
命
は
わ
れ
わ
れ
が
自
ら
決

定
す
べ
き
だ
。
植
民
地
支
配

や
分
断
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ

れ
の
意
志
と
関
係
な
く
運
命

が
決
め
ら
れ
た
不
幸
な
歴
史

を
繰
り
返
さ
な
い
」
と
強
調

し
た
。

文
大
統
領
は
北
韓
の
核
問

題
の
平
和
的
解
決
に
も
言
及

し
、
韓
米
日
が
主
導
す
る
制

裁
と
圧
力
は
、
北
韓
を
対
話

に
復
帰
さ
せ
る
た
め
の
手
段

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し

た
。
度
重
な
る
核
・
ミ
サ
イ

ル
挑
発
に
断
固
対
応
す
る
た

め
、
「
圧
倒
的
な
力
の
優
位

を
確
保
す
べ
き
だ
」と
訴
え
、

「
強
固
な
韓
米
同
盟
を
土
台

に
国
際
社
会
と
も
積
極
的
に

協
力
す
る
」
と
述
べ
た
。

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
問
題

ひ
と
ま
ず
収
拾
へ

韓
中
協
議

韓
国
外
交
部
は
１０
月
３１

日
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
米

国
の
最
新
鋭
地
上
配
備
型
迎

撃
シ
ス
テ
ム
「
高
高
度
防
衛

ミ
サ
イ
ル
（
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
、

サ
ー
ド
）
」
の
在
韓
米
軍
配

備
問
題
に
関
す
る
中
国
と
の

協
議
結
果
を
掲
載
し
た
。
韓

国
側
が
中
国
側
の
立
場
と
懸

念
を
認
識
し
、
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ

は
、
本
来
の
目
的
通
り
、
第

三
国
を
狙
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
中
国
の
戦
略
的
安
保
利

益
を
害
さ
な
い
と
い
う
点
を

明
確
に
し
た
。
配
備
に
反
発

す
る
中
国
と
の
間
で
あ
つ
れ

き
が
生
じ
て
い
た
が
、
ひ
と

ま
ず
収
拾
に
向
か
う
こ
と
に

な
る
。

【
ソ
ウ
ル
】
２
０
１
７
年

度
統
一
院
研
修
が
１０
月
２４
日

か
ら
４
日
間
、
ソ
ウ
ル
市
の

統
一
教
育
院
で
行
わ
れ
た
。

今
年
は
６０
年
以
降
生
ま
れ
の

世
代
を
中
心
に
、
全
国
１８
地

方
か
ら
４５
人
が
参
加
し
た
。

安
保
に
関
す
る
講
義
と
軍
事

境
界
線
近
く
の
現
場
視
察
を

通
し
て
、
韓
半
島
を
取
り
ま

く
緊
張
状
態
と
世
界
情
勢
を

深
く
知
る
こ
と
で
、
南
北
平

和
統
一
へ
の
使
命
感
を
新
た

に
し
た
。

初
日
の
入
校
式
を
経
て
、

２
日
目
は
教
育
院
の
教
授
ら

が
「
北
核
問
題
の
現
況
と
課

題
」、「
国
家
の
主
体
性
と
民

族
共
同
体
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
講
義
を
し
た
。
「
脱
北
者

と
の
対
話
」
で
は
、
北
韓
で

の
生
活
や
「
連
座
制
」
に
つ

い
て
、
体
験
が
語
ら
れ
た
。

３
日
目
は
鳥
頭
統
一
展
望

台
や
臨
津
閣
な
ど
、
軍
事
境

界
線
付
近
の
施
設
を
廻
り
、

最
後
の
国
家
情
報
院
で
は
、

北
韓
の
核
や
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

最
終
日
は
林
三
鎬
副
団
長

と
李
清
鍵
組
織
副
局
長
に
よ

る
民
団
内
部
研
修
が
行
わ
れ

た
。
林
副
団
長
は
こ
れ
ま
で

の
民
団
で
の
活
動
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
「
帰
化
同
胞
や

総
連
離
脱
同
胞
な
ど
、
多
様

化
す
る
在
日
同
胞
社
会
で
の

大
統
合
と
南
北
統
一
は
、
密

接
な
関
係
に
あ
る
」
と
指
摘

し
た
。
李
副
局
長
は
団
員
宅

へ
の
戸
別
訪
問
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
実
施

し
た
愛
媛
、
静
岡
、
福
岡
で

の
総
括
を
踏
ま
え
て
「
今
後

も
継
続
す
る
」
と
語
っ
た
。

１０
月
３１
日
に
日
本
に
着
任

し
た
李
洙
勲
新
駐
日
大
使
が

２
日
、
民
団
中
央
本
部
会
館

前
の
在
日
学
徒
義
勇
兵
戦
没

者
慰
霊
忠
魂
碑
に
献
花
し
た

（
写
真
）
。
李
大
使
の
初
の

公
式
行
事
に
な
っ
た
。

在
日
学
徒
義
勇
軍
同
志
会

の
宋
度
栄
事
務
処
長
か
ら
在

日
学
徒
の
６
・
２５
参
戦
や
忠

魂
碑
の
説
明
を
受
け
た
後
、

李
大
使
は
「
わ
が
国
が
貧
し

か
っ
た
頃
、
在
日
同
胞
が
献

身
的
に
貢
献
し
て
く
れ
た
。

韓
国
戦
争
に
も
自
身
の
身
を

投
げ
う
っ
て
わ
が
国
を
守
っ

て
く
れ
た
。
在
日
同
胞
や
在

日
学
徒
を
尊
敬
す
る
意
味

で
、
日
本
に
着
任
し
た
ら
、

ま
ず
忠
魂
碑
を
訪
れ
、
献
花

す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
た
」

と
明
ら
か
に
し
た
。

李
大
使
は
そ
の
後
、
在
日

韓
人
歴
史
資
料
館
に
も
足
を

運
び
、
在
日
同
胞
の
歴
史
を

見
聞
し
た
。
李


燮
政
務
公

使
と
李
讚
範
総
領
事
、
姜
允

模
駐
在
官
が
同
行
し
た
。

韓
日
共
同
申
請
実
る

「
平
和
と
善
隣
友
好
の
象
徴
」

李
洙
勲
新
駐
日
大
使
が
初
の
公
式
行
事

関
東
大
震
災

警
鐘
込
め
人
権
の
集
い

１２月９日

「「朝朝鮮鮮通通信信使使」」世世界界遺遺産産にに
ユネスコが登録決定

学学徒徒義義勇勇兵兵忠忠魂魂碑碑にに献献花花民
族
自
決
を
強
調

文
大
統
領

施
政
方
針
で
「
５
原
則
」

両
国
の
懸
け
橋
に

中
央
団
長

談

話統一院研修に４５人が参加
平和統一へ使命感新た

（毎週水曜日発行）週 刊２０１７年１１月８日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）

次
号
は
１１
月
１５
日
付

第２８８３号（１）

今号の読みどころ
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◆ＬＧが声で作動する洗濯機発売へ

ＬＧエレクトロニクスは１０月１７

日、忠清北道・

清州で行った

「白い杖の日」

記念行事で、音

声で動作する人

工知能（ＡＩ）

を搭載した「Ｌ

ＧＴＲＯＭＭ洗

濯機」�写真�
の寄贈式を行っ

た。同製品は声

で指示すれば電

源が入ったり洗

濯が始まる音声

自動稼働洗濯機。年内にも一般販売

を開始する。

◆即席ラーメン 袋に辛さのレベル表示

農林畜産食品部は１０月２５日、ラー

メンの辛さの段階を示す図表を、袋

に表示するように勧告する内容の韓

国産業標準改正案を告示した。改正

案によると、スープの辛い成分の含

有量が８０未満であれば１段階（まろ

やか）、８０以上～１８０未満は２段階（普

通）、１８０以上～２８０未満は３段階（辛

い）、２８０以上であれば４段階（非常

に辛い）となる。同食品部は今月の

公聴会などを経て、１２月中に改正案

を公布する予定だ。

◆青少年たちの隠れ家オープン

京畿道は２０１５年１２月から楊州市を

始め、これまで１４カ所に青少年の癒

やし空間である「癒やしカフェ」を

オープンした。同カフェは青少年施

設や公共施設を改装したもので、余

暇を楽しむ目的で作られた。河南市

が１０月２８日に加わり、料理体験や文

化活動の場として活用される。来年

５月までに水原市や安城市など９カ

所に開く予定。

◆新米で作った生マッコリ、限定発売

麹醇堂は１０月

２４日、今年収穫

した新米で醸造

したプレミアム

生マッコリを限

定発売する�写

真。同商品は、

濁酒ＨＡＣＣＰ

認証を受けてお

り、生マッコリ

特有の炭酸と米

の香りや味を堪

能できる。アル

コール度数は７度、価格は７５０�で

４２００�。合計４８００ボトルを生産し、

１４日までに販売する。

◆エアソウル、仁川～成田便を新規就航

格安航空会社（ＬＣＣ）のエアソ

ウルは１０月３１日、仁川～成田便を新

規就航した。毎日１便の運航で、午

前１０時に仁川空港を出発する。１２月

からは午後便も増便し、１日２往復

にする予定だ。そのほか、仁川～香

港便も新たに就航した。

◆耳と目を同時に楽しめる図書館

京畿道富川市は２日、映画と本を

同時に楽しめる「映画図書館ポップ

コーン」をＣＧＶ富川５階にオープ

ンした。同館には、文学図書３５００冊、

音楽３００種、漫画や教養雑誌１１種な

どが備わっている。館外貸出サービ

スは午後２～６時まで利用可能だ。

来年からは映画や青少年・青年の進

路支援、人文学などの読書文化プロ

グラムも併行運営する予定だ。

女
子
ゴ
ル
フ
団
体
金
の
玄
知
佳（
左
）と
康
美
咲

男
子
サ
ッ
カ
ー
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
下
し
３
年
ぶ
り
優
勝

平
昌
五
輪
へ

昨
年
発
表
さ
れ
た
平
昌
五
輪
に
向
け
た
「
世
界
が
好
む
韓
食
メ
ニ
ュ
ー
１０
選
」
を

紹
介
・
試
食
す
る
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
が
１２
月
１１
日
に
東
京
中
野
区
の
中
野
サ
ン
プ
ラ

ザ
で
「
平
昌
五
輪
を
味
わ
う
」
と
銘
打
っ
て
開
催
さ
れ
る
。

中
野
区
日
韓
親
善
協
会
が

主
催
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
が

主
管
し
、
日
本
韓
食
振
興
協

会
（
崔
千
浩
会
長
、
旧
民
団

韓
食
ネ
ッ
ト
協
議
会
）
が
協

力
す
る
ほ
か
、
中
野
区
日
韓

親
善
議
員
連
盟
、
中
野
区
国

際
交
流
協
会
、
中
野
区
商
店

会
連
合
会
、
中
野
区
町
会
連

合
会
、
中
野
区
観
光
協
会
な

ど
が
後
援
す
る
。

東
ア
ジ
ア
で
の
五
輪
連
続

開
催
を
受
け
て
、
�１
同
じ
箸

文
化
を
持
つ
韓
食
と
和
食
の

調
和
�２
食
を
通
じ
た
韓
日
友

好
の
輪
拡
大
�３
中
野
区
を
全

国
区
に
の
３
点
を
基
本
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
い
る
。

「
１０
選
メ
ニ
ュ
ー
」
は
韓

国
を
代
表
す
る
韓
食
研
究
者

の
尹
淑
子
教
授
が
韓
食
の
新

し
い
風
と
し
て
開
発
し
た
も

の
で
、
今
年
６
月
、
札
幌
で

開
催
さ
れ
た
「
世
界
韓
食
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
と
併
行
し
て
行

わ
れ
た
「
韓
食
ア
カ
デ
ミ
ー

・
イ
ン
・
札
幌
教
室
」
で
も

紹
介
・
試
食
さ
れ
た
ほ
か
、

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
で

も
特
別
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
日

本
初
登
場
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
料

理
の
監
修
を
韓
食
レ
ス
ト
ラ

ン
「
テ
ー
ハ
ミ
ン
グ
」
の
朴

賢
子
代
表
が
担
当
し
、
中
野

サ
ン
プ
ラ
ザ
の
松
原
正
樹
営

業
部
長
、
藤
田
次
雄
総
料
理

長
と
コ
ッ
ク
ら
で
チ
ー
ム
を

構
成
し
基
本
メ
ニ
ュ
ー
を
検

討
す
る
。

９
月
に
は
同
チ
ー
ム
が
集

ま
っ
て
「
１０
選
」
の
基
本
レ

シ
ピ
を
確
認
し
た
あ
と
、
器

や
調
味
料
、
食
材
な
ど
の
一

部
を
「
和
食
」
の
テ
ィ
ス
ト

と
調
和
さ
せ
た「
韓
日
合
作
」

メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
た
。

そ
の
試
案
メ
ニ
ュ
ー
を
試

食
す
る
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
が

１０
月
２４
日
、
中
野
サ
ン
プ
ラ

ザ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
関
係
者

を
集
め
て
開
催
さ
れ
、
中
野

区
日
韓
親
善
協
会
か
ら
市
川

み
の
る
会
長
、
伊
藤
正
信
事

務
局
長
、
細
川
智
子
副
事
務

局
長
、
中
野
区
議
会
か
ら
も

吉
村
恒
治
事
務
局
長
が
参
加

し
た
。

試
食
会
で
は
１０
品
の
中
か

ら
８
品
に
絞
っ
て
試
作
。
参

加
者
か
ら
は
、
「
従
来
の
韓

食
と
は
か
け
離
れ
た
上
品
さ

が
伝
わ
る
」
「
独
創
性
が
あ

っ
て
面
白
い
し
新
鮮
だ
」
な

ど
の
意
見
が
相
次
い
だ
。

同
チ
ー
ム
で
は
１２
月
の
本

イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
最
終
調

整
す
る
。

中
野
区
が
大
株
主
と
な
っ

て
い
る「
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
」

は
全
国
的
に
も
著
名
な
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
で
、
サ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
、
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
を
盛
業
。
結
婚
式

の
利
用
者
も
多
い
。

韓
食
振
興
協
会
で
は
、「
在

日
同
胞
に
よ
る
韓
日
カ
ッ
プ

ル
も
多
く
、
披
露
宴
な
ど
で

今
回
の
コ
ー
ス
料
理
を
メ
ニ

ュ
ー
化
し
て
は
」
と
提
案
す

る
と
、
「
そ
れ
は
名
案
。
民

族
衣
装
も
用
意
し
ま
し
ょ

う
」
と
ホ
テ
ル
側
か
ら
逆
提

案
が
あ
っ
た
。

同
区
日
韓
親
善
協
会
に
は

区
長
、
議
長
を
は
じ
め
、
商

工
会
長
、
商
店
会
連
合
会
長

な
ど
同
区
の
幅
広
い
業
界
役

員
が
多
く
在
籍
し
て
お
り
、

今
後
、
食
を
通
じ
た
交
流
が

さ
ら
に
活
発
化
さ
れ
る
も
の

と
見
ら
れ
る
。

韓
国
国
体
・
忠
北
大
会
は
１０
月
２６
日
、
７
日
間
の
熱
戦
を
す
べ
て
終
え
閉
幕
し
た
。

在
日
同
胞
選
手
団
（
権
五
雄
選
手
団
長
）
は
、
最
終
日
に
ゴ
ル
フ
女
子
の
部
で
金
メ

ダ
ル
２
個
を
追
加
し
、
金
７
、
銀
４
、
銅
６
個
と
し
、
１８
カ
国
の
同
胞
で
競
わ
れ
た

海
外
同
胞
部
門
の
総
合
優
勝
を
飾
り
、
連
覇
の
記
録
を
６
と
更
新
し
た
。

在
日
同
胞
は
大
会
５
日
目

（
１０
月
２４
日
）
ま
で
、
金
メ

ダ
ル
は
３
個
で
在
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
同
胞
の
４
個
を
追
う
展

開
だ
っ
た
。
し
か
し
、
６
日

目
、
午
前
中
に
行
わ
れ
た
ボ

ウ
リ
ン
グ
の
女
子
マ
ス
タ
ー

ズ
で
全
栄
香
が
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
。
午
後
３
時
す
ぎ
に
キ

ッ
ク
オ
フ
し
た
サ
ッ
カ
ー
の

決
勝
で
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
同

胞
に
３
―
２
で
競
り
勝
ち
、

３
年
ぶ
り
に
優
勝
カ
ッ
プ
を

手
に
し
た
。
在
日
同
胞
は
こ

れ
で
金
メ
ダ
ル
を
５
個
と

し
、
こ
の
日
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

男
子
マ
ス
タ
ー
ズ
で
金
メ
ダ

ル
を
追
加
し
た
在
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
同
胞
と
並
ん
だ
。

総
合
優
勝
は
最
終
日
の
２６

日
に
行
わ
れ
た
最
後
の
種

目
、
ゴ
ル
フ
で
決
着
が
つ
い

た
。
前
日
の
２
ラ
ウ
ン
ド
を

終
え
て
在
日
同
胞
は
女
子
の

個
人
（
玄
知
佳
）
と
団
体
戦

（
玄
知
佳
、
康
美
咲
）
で
ト

ッ
プ
を
独
走
し
、
最
終
日
も

玄
知
佳
が
安
定
し
た
プ
レ
ー

を
見
せ
、
両
種
目
で
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
、
１８
カ
国
出
場

し
た
海
外
同
胞
部
門
で
逆
転

優
勝
を
決
め
た
。

２
位
は
最
終
日
に
ゴ
ル
フ

男
子
で
２
個
の
金
メ
ダ
ル
を

追
加
し
た
在
米
国
同
胞
（
金

５
、
銀
４
、
銅
６
）
、
３
位

は
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
同
胞

（
金
５
、
銀
３
、
銅
７
）
だ

っ
た
。

在
日
同
胞
の
メ
ダ
ル

■
金
（
７
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
女
子
ダ
ブ
ル
ス

（
金
賢
淑
、
全
栄
香
）

テ
コ
ン
ド
男
子
８０
�
超
級

（
金
信
優
）

テ
ニ
ス
男
子
単
式（
韓
成
民
）

サ
ッ
カ
ー
男
子

ボ
ウ
リ
ン
グ
女
子
マ
ス
タ
ー

ズ
（
全
栄
香
）

ゴ
ル
フ
女
子
個
人（
玄
知
佳
）

ゴ
ル
フ
女
子
団
体（
玄
知
佳
、

康
美
咲
）

■
銀
（
４
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
男
子
ダ
ブ
ル
ス

（
宋
在
豪
、
韓
新
悟
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
男
子
３
人
戦

（
宋
在
豪
、
韓
新
悟
、
金
学

均
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
女
子
３
人
戦

（
金
賢
淑
、
全
栄
香
、
朴
祥

子
）

テ
コ
ン
ド
男
子
８０
�
級
（
朴

珠
煥
）

■
銅
（
６
）

テ
ニ
ス
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
韓

成
民
、
鄭
直
喜
）

テ
ニ
ス
女
子
ダ
ブ
ル
ス
（
崔

菜
月
、
咸
銀
瑩
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
女
子
個
人
戦

（
全
栄
香
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
男
子
５
人
戦

（
宋
在
豪
、
韓
新
悟
、
金
学

均
、
李
炯

、
具
本
玉
、
朱

時
榮
）

テ
コ
ン
ド
男
子
５８
�
級
（
洪

匠
哉
）

柔
道
高
校
女
子
７０
�
級
（
梁

智
瑛
�
国
内
種
目
）

総合優勝のカップを掲げる
権五雄選手団長

テストメニューを試食した関係者（１０月２４日）

韓
国
の
焼
酎
、
ロ
ッ
テ
酒

類
の
「
鏡
月
」
（
販
売
元
サ

ン
ト
リ
ー
）
が
日
本
の
有
名

ブ
ラ
ン
ド
を
退
け
て
甲
類
焼

酎
市
場
シ
ェ
ア
２
位
を
記
録

し
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。

市
場
調
査
会
社
の
イ
ン
テ

ー
ジ
が
１
～
９
月
に
行
っ
た

甲
類
焼
酎
の
単
一
ブ
ラ
ン
ド

販
売
量
調
査
の
結
果
、
１
位

は
１
万
９
０
８
９
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
の
宝
焼
酎
で
鏡
月
は
１

万
２
７
８
６
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

で
２
位
と
な
り
、
３
位
の
６

６
８
０
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
倍

近
い
販
売
量
を
記
録
し
た
。

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

大
手
、
楽
天
市
場
で
も
最
新

の
甲
類
焼
酎
週
間
販
売
ラ
ン

キ
ン
グ
で
１
、
２
位
を
鏡
月

が
占
め
て
い
る
。

鏡
月
は
１
９
９
５
年
に
日

本
で
発
売
開
始
し
た
が
、
通

常
、
初
進
出
す
る
際
に
採
る

低
価
格
戦
略
を
捨
て
、
日
本

の
焼
酎
に
比
べ
平
均
２０
％
高

い
価
格
で
販
売
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
消
費

者
の
心
を
つ
か
ん
だ
。

ロ
ッ
テ
酒
類
ジ
ャ
パ
ン
に

よ
る
と
、
鏡
月
は
日
本
進
出

か
ら
９
年
目
の
０４
年
に
ラ
イ

バ
ル
の
「
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｏ
（
眞

路
）
」
を
下
し
、
韓
国
焼
酎

の
日
本
市
場
シ
ェ
ア
１
位
に

躍
り
出
た
。

同
社
で
は
太
白
山
脈
の
最

高
峰
、
雪
岳
山
の
天
然
水
を

使
用
し
、「
自
然
産
」を
製
品

の
特
長
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
化

さ
せ
、
瓶
も
高
級
感
の
あ
る

四
角
い
タ
イ
プ
を
採
用
し
、

甘
味
料
の
代
わ
り
に
麦
焼
酎

を
加
え
て
独
特
な
風
味
を
出

し
た
点
な
ど
が
日
本
で
受
け

入
れ
ら
れ
た
と
分
析
し
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
で
鏡
月
は
飲
酒
経
験
者

に
対
す
る
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度

も
７０
％
以
上
を
維
持
し
、
今

年
ま
で
１４
年
連
続
で
日
本
で

の
韓
国
焼
酎
シ
ェ
ア
１
位
を

守
っ
て
き
た
。

一
方
、
日
本
の
焼
酎
市
場

は
高
齢
化
に
よ
る
飲
酒
人
口

の
減
少
、外
食
産
業
の
衰
退
、

若
年
層
が
ア
ル
コ
ー
ル
度
数

の
低
い
酒
を
好
む
こ
と
な
ど

の
影
響
で
縮
小
傾
向
に
あ

る
。こ

れ
に
よ
り
、
韓
国
焼
酎

の
日
本
へ
の
輸
出
額
も
１２
年

の
１
億
２
２
０
万
�
か
ら
１６

年
に
は
５
６
９
４
万
�
ま
で

減
少
し
た
。

ロ
ッ
テ
酒
類
は
こ
の
よ
う

な
市
場
の
変
化
に
対
応
し
、

新
た
な
市
場
の
創
出
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
１２
年
か
ら
は

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
を
１６
度
に

下
げ
、
ア
セ
ロ
ラ
や
ゆ
ず
な

ど
果
物
の
香
り
を
加
え
た

「
ふ
ん
わ
り
鏡
月
」
を
発
売

し
、
女
性
消
費
者
を
引
き
込

ん
だ
。
今
年
か
ら
は
甘
み
を

減
ら
し
て
す
っ
き
り
と
し
た

味
を
強
調
し
た
「
ふ
ん
わ
り

鏡
月
ク
リ
ア
」も
発
売
し
た
。

【
大
阪
】
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ａ
（
韓

国
貿
易
公
社
）
の
李
光
鎬
大

阪
館
長
ら
は
こ
の
ほ
ど
、
Ｃ

Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社
会
的
責
任
）

活
動
の
一
環
と
し
て
在
日
同

胞
が
多
く
入
居
し
て
い
る
、

社
会
福
祉
法
人
「
こ
こ
ろ
の

家
族

故
郷
の
家
」を
訪
れ
、

入
居
者
向
け
の
健
康
器
グ
ッ

ズ
を
贈
呈
し
た
。
韓
国
イ
ン

ソ
ン
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
の
健

康
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
３０
個
と
健

康
パ
ッ
チ
３０
箱
で
、
李
館
長

と
と
も
に
訪
れ
た
丘
堯
煥
常

務
理
事
か
ら
小
久
保
み
ゆ
き

施
設
長
に
渡
さ
れ
た
。

同
社
の
健
康
パ
ッ
チ
は
疲

労
回
復
や
血
行
不
良
な
ど
に

効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

丘
常
務
が
製
品
の
効
果
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
利
用
者
の

お
年
寄
り
や
職
員
の
身
体
の

痛
い
部
分
に
パ
ッ
チ
を
貼
っ

て
あ
げ
た
。
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ａ
大

阪
の
李
館
長
は
「
今
回
の
贈

り
物
が
皆
さ
ん
に
お
役
に
立

て
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し

い
」
と
語
り
、
最
後
は
入
居

者
ら
と
一
緒
に
ア
リ
ラ
ン
を

歌
っ
た
。

Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ａ
は
、
韓
国
内

中
小
企
業
の
海
外
進
出
を
支

援
す
る
た
め
、
展
示
会
や
商

談
会
を
主
催
す
る
一
方
で
韓

日
交
流
促
進
に
繋
が
る
Ｃ
Ｓ

Ｒ
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

故郷の家を訪れたＫＯＴＲＡ
大阪の一行

世界が好む韓食メニュー１０選

中中野野でで試試食食イイベベンントト

ＳＢＪ銀行調べ
（１１月７日現在）

１万円

１００，５２７
ウォン

９４，６７２
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

９９，０６３
ウォン

９６，１３６
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

在外部門６連覇果たす
忠北国体

最
終
日
に
大
逆
転

米
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
わ
す

韓韓
国国
焼焼
酎酎
「「
鏡鏡
月月
」」

日日
本本
シシ
ェェ
アア
２２
位位
にに

１２
月
１１
日
、中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

KOTRA
大 阪

健
康
パ
ッ
チ
贈
る

「
故
郷
の
家
」入
居
者
に

（２）２０１７年１１月８日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８８３号
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あと９３日

平
昌
冬
季
五
輪
の
聖
火
が

１
日
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ

か
ら
空
路
で
韓
国
に
到
着
し

た
。
仁
川
国
際
空
港
で
聖
火

到
着
式
典
が
開
か
れ
、
李
洛

淵
首
相
と
バ
ン
ク
ー
バ
ー
五

輪
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
女

子
金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
平
昌
五

輪
の
広
報
大
使
を
務
め
る
キ

ム
・
ヨ
ナ
さ
ん
が
聖
火
台
に

点
火
し
た
。

李
首
相
は
あ
い
さ
つ
で
、

先
週
ギ
リ
シ
ャ
・
オ
リ
ン
ピ

ア
で
行
わ
れ
た
聖
火
の
採
火

式
に
立
ち
会
っ
た
後
、
国
際

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ

Ｏ
Ｃ
）
の
バ
ッ
ハ
会
長
の
ほ

か
、
各
国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
ト
ッ
プ
と
会
談
し
た

と
紹
介
。
「
そ
の
席
で
、
平

昌
五
輪
は
必
ず
成
功
す
る
と

確
信
し
た
」と
力
を
込
め
た
。

李
首
相
は
ま
た
、
「
３０
年

前
、
８８
ソ
ウ
ル
五
輪
に
よ
っ

て
大
韓
民
国
は
世
界
に
飛
躍

し
、
世
界
の
冷
戦
体
制
は
崩

壊
し
た
」と
評
価
し
な
が
ら
、

「
平
昌
は
世
界
平
和
と
繁
栄

に
寄
与
し
、
２
０
２
０
年
東

京
五
輪
、
２
０
２
２
年
北
京

冬
季
五
輪
に
つ
な
げ
て
東
北

ア
ジ
ア
と
世
界
の
平
和
と
繁

栄
を
一
層
堅
固
に
す
る
」
と

強
調
し
た
。

こ
の
後
、
聖
火
リ
レ
ー
の

最
初
の
走
者
で
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
女
子
の
成
長
株
、

劉
永
さ
ん
（
１３
）
に
聖
火
を

渡
し
た
。

ま
ず
朴
智
星
が

聖
火
は
１０
月
２４
日
正
午

（
現
地
時
間
）
、
ギ
リ
シ
ャ

の
オ
リ
ン
ピ
ア
遺
跡
で
行
わ

れ
た
。
採
火
式
は
約
５０
分
間

開
か
れ
、
採
火
さ
れ
た
聖
火

の
第
１
走
者
は
慣
例
に
よ
り

ギ
リ
シ
ャ
出
身
者
か
ら
選
ば

れ
た
男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
ス
キ
ー
の
ギ
リ
シ
ャ
代

表
、
ア
ポ
ス
ト
ロ
ス
・
ア
ン

ゲ
リ
ス
選
手
が
務
め
た
。

通
常
の
採
火
式
で
は
古
代

の
白
い
衣
装
に
身
を
包
ん
だ

女
性
が
鏡
を
使
っ
て
集
め
た

太
陽
光
で
聖
火
を
灯
す
が
、

今
回
は
あ
い
に
く
、
雨
天
の

た
め
、
事
前
に
採
取
し
て
い

た
種
火
か
ら
灯
さ
れ
た
。

聖
火
は
こ
の
後
、
ア
ン
ゲ

リ
ス
選
手
か
ら
、
サ
ッ
カ
ー

の
元
韓
国
代
表
主
将
で
Ｊ
リ

ー
グ
の
京
都
や
英
プ
レ
ミ
ア

リ
ー
グ
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
な
ど
で
活

躍
し
た
朴
智
星
さ
ん
に
渡
さ

れ
た
。

約
１
週
間
ギ
リ
シ
ャ
を
巡

回
し
た
あ
と
３１
日
、
文
化
体

育
観
光
部
の
都
鍾
煥
長
官
、

大
会
組
織
委
員
会
の
李
�
範

委
員
長
と
キ
ム
・
ヨ
ナ
さ
ん

ら
代
表
団
が
ア
テ
ネ
の
パ
ナ

シ
ナ
イ
コ
競
技
場
で
５
０
０

０
人
を
超
え
る
ア
テ
ネ
市
民

が
見
守
る
中
、
聖
火
を
受
け

取
っ
た
。

仁
川
空
港
で
点
火
式
の
あ

と
劉
永
さ
ん
や
人
気
タ
レ
ン

ト
ら
に
よ
っ
て
仁
川
で
リ
レ

ー
し
た
後
、
再
び
空
路
で
済

州
道
に
運
ん
だ
。
済
州
道
で

は
、
ヘ
ニ
ョ
（
海
女
）
ら
に

よ
る
水
中
リ
レ
ー
も
行
わ
れ

た
。聖

火
リ
レ
ー
は
来
年
２
月

９
日
の
開
幕
日
ま
で
の
１
０

１
日
間
、
７
５
０
０
人
の
走

者
が
２
０
１
８
キ
ロ
を
走
り

聖
火
を
つ
な
ぐ
。

仁川での点火式後、国内最初のランナーとなっ
たフィギュアスケート女子の成長株、劉永選手

開
幕
ま
で
１
０
０
日
と
な
っ
た
１
日
、
韓
国
に
と
っ
て
は
初
の
冬
季
五
輪
と
な
る
平
昌
大
会
の
国
内
聖
火
リ
レ
ー
が
始
ま
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム

ー
ド
が
高
ま
り
始
め
た
。
世
界
が
注
目
す
る
２
０
１
８
平
昌
冬
季
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
色
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
数
字
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
見
て

い
こ
う
。

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
男

女
マ
ス
ス
タ
ー
ト
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
男
女
ビ
ッ
グ
エ

ア
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
混

合
団
体
、
カ
ー
リ
ン
グ
の
混

合
ダ
ブ
ル
ス
が
新
種
目
に
加

わ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
１５
競

技
１
０
２
種
目
と
な
っ
た
。

開幕まで１００日となり、泰陵選手村で李
相花、李承勲、崔 �ら金メダル有望選
手らが勢揃いし合同記者会見（１０月３１日）

平
昌
五
輪
の
参
加
国
・
地

域
は
９５
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
４５
カ
国
と
予
想
さ
れ
て
い

る
が
、
も
し
そ
う
な
れ
ば
、

前
回
の
１４
年
ソ
チ
五
輪
の
８８

カ
国
を
超
え
、
史
上
最
多
国

が
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

の
元
世
界
女
王
、
安
藤
美

姫
さ
ん
が
平
昌
冬
季
五
輪

が
開
催
さ
れ
る
江
原
道
の

観
光
広
報
大
使
に
任
命
さ
れ

た
。
３
日
、
江
原
道
庁
で
任

命
式
が
行
わ
れ
、
崔
文
洵
江

原
道
知
事
か
ら
大
型
の
名
刺

が
手
渡
さ
れ
た
。

安
藤
さ
ん
は
「
平
昌
五
輪

や
同
道
の
広
報
の
み
な
ら

ず
、
日
本
と
韓
国
の
絆
を
強

め
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め

の
懸
け
橋
に
な
る
」
と
笑
顔

で
抱
負
を
語
っ
た
。
ま
た
、

江
原
道
に
つ
い
て
は
「
自
然

に
恵
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

魅
力
。
韓
流
ド
ラ
マ
の
『
冬

の
ソ
ナ
タ
』
が
撮
影
さ
れ
た

場
所
に
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た

い
」
と
リ
ク
エ
ス
ト
。

平
昌
五
輪
に
対
し
て
も

「
た
く
さ
ん
の
感
動
と
、
出

会
い
の
輪
が
世
界
に
広
が
っ

て
ほ
し
い
」
と
思
い
を
語
っ

た
。
翌
日
、
平
昌
五
輪
の
開

・
閉
会
式
が
行
わ
れ
る
平
昌

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
た
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ

「
ド
リ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
参
加
し
、
平
昌
五
輪
の
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。

任
命
式
に
は
９
月
に
江
原

道
の
広
報
大
使
に
任
命
さ
れ

た
大
阪
観
光
局
の
溝
畑
宏
理

事
長
も
出
席
し
た
。

崔
知
事
は
、
「
安
藤
さ
ん

ら
の
応
援
は
平
昌
五
輪
の
ム

ー
ド
を
高
め
る
起
爆
剤
に
な

る
」
と
期
待
を
込
め
た
。

平
昌
五
輪
期
間
中
、
ソ
ウ

ル
か
ら
平
昌
ま
で
１
時
間
以

内
で
移
動
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
国
内
初
の
一
般
鉄
道
区

間
で
最
高
時
速
２
５
０
�
の

高
速
鉄
道
、
Ｋ
Ｔ
Ｘ
を
運
行

す
る
。
列
車
は
仁
川
空
港
に

入
国
す
る
選
手
や
観
戦
客
を

輸
送
す
る
予
定
で
あ
り
、
経

由
地
の
ソ
ウ
ル
・
清
涼
里
駅

か
ら
平
昌
ま
で
は
５８
分
で
到

着
す
る
。

仁川空港に到着した聖
火を点火する李洛淵首
相とキム・ヨナさん

平
昌
五
輪
は
雪
上
競
技
で

６１
個
、
氷
上
競
技
で
３２
個
、

ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
競
技
で
９

個
の
合
わ
せ
て
１
０
２
個
の

金
メ
ダ
ル
が
競
わ
れ
る
。
前

回
の
１４
年
ソ
チ
五
輪
の
９８
個

よ
り
４
個
増
え
た
、
冬
季
五

輪
史
上
最
多
の
数
だ
。
韓
国

は
金
メ
ダ
ル
８
個
、
銀
メ
ダ

ル
４
個
、
銅
メ
ダ
ル
８
個
と

計
２０
個
の
メ
ダ
ル
を
目
標
に

掲
げ
て
い
る
。

聖
火
は
慶
尚
南
道
統
営
市

の
亀
甲
船
や
全
羅
南
道
谷
城

郡
の
蒸
気
機
関
車
、
江
原
道

旌
善
郡
の
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
、

釜
山
の
ヨ
ッ
ト
、
江
原
道
三

陟
海
岸
の
レ
ー
ル
バ
イ
ク
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
聖

火
が
引
き
継
が
れ
る
。

平
昌
五
輪
に
参
加
す
る
選

手
は
９５
カ
国
・
地
域
か
ら
６

５
０
０
人
と
推
定
さ
れ
る
。

選
手
団
の
ほ
か
、
競
技
関
係

者
や
世
界
各
国
の
メ
デ
ィ
ア

ま
で
合
わ
せ
る
と
約
５
万
人

が
平
昌
五
輪
に
集
ま
る
と
予

想
さ
れ
る
。
開
催
国
の
韓
国

も
冬
季
五
輪
史
上
最
多
の
１

３
０
人
規
模
の
選
手
団
と
な

る
予
定
だ
。

韓
国
と
北
韓
の
人
口
を
合

わ
せ
る
と
約
７
５
０
０
万

人
。
そ
う
し
た
平
和
へ
の
思

い
を
込
め
て
、
今
大
会
で
は

元
サ
ッ
カ
ー
韓
国
代
表
の
朴

智
星
さ
ん
ら
有
名
人
か
ら
一

般
人
ま
で
、
全
７
５
０
０
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
聖
火
リ
レ
ー

に
参
加
す
る
。
１１
月
１
日
に

ス
タ
ー
ト
し
来
年
年
２
月
９

日
の
開
会
式
ま
で
続
く
だ
。

五
輪
の
た
め
に
投
じ
ら
れ

た
予
算
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

含
め
て
１３
兆
�
で
、
五
輪
誘

致
時
の
見
通
し
よ
り
４
兆
２

０
０
０
�
膨
ら
ん
だ
。

以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
作
家
・
立
原
正
秋
の
作
品『
冬

の
か
た
み
に
』
の
舞
台
に
な
っ
た
寺
と

い
わ
れ
る
か
ら
だ
。
父
親
が
実
際
に
鳳

停
寺
の
僧
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
立
原

は
少
年
時
代
に
僧
房
に
泊
ま
り
な
が
ら

雲
水
た
ち
と
生
活
を
と
も
に
し
た
よ
う

だ
。
幼
い
日
の
思
い
出
と
し
て
描
写
さ

れ
た
田
園
風
景
を
、
実
際
に
確
か
め
た

い
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
庫
裏（
く
り
、
寺
の
台
所
）

工
事
の
た
め
、
昨
年
か
ら
テ
ン
プ
ル
ス

テ
イ
が
で
き
な
い
で
い
た
が
、
今
年
１０

月
初
め
に
よ
う
や
く
念
願
か
な
っ
た
。

両
班
（
ヤ
ン
バ
ン
）
の
里
と
し
て
知

ら
れ
る
安
東
（
慶
尚
北
道
）

は
「
国
際
仮
面
舞
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
の
真
っ
さ
い
ち
ゅ

う
で
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は

世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
河
回

村
な
ど
に
向
か
う
外
国
人
観

光
客
ら
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
。こ

こ
か
ら
市
内
バ
ス
に
乗

り
換
え
、
１５
分
ほ
ど
で
鳳
停

寺
入
口
に
着
く
。
松
林
が
続

く
坂
道
を
の
ぼ
っ
て
い
く

と
、
５
分
ほ
ど
で
一
柱
門
。

さ
ら
に
進
む
と
急
な
階
段
の

上
に
見
え
る
の
が
万
歳
楼

で
、
古
風
な
雰
囲
気
が
味
わ

い
ぶ
か
い
。

そ
の
門
を
く
ぐ
る
や
、
石

段
の
上
に
本
堂
の
大
雄
殿

（
国
宝
３
１
１
号
）
が
間
近

に
見
え
る
。
現
存
す
る
朝
鮮

朝
初
期
の
数
少
な
い
建
物
の
ひ
と
つ

だ
。
伝
統
的
な
入
母
屋
づ
く
り
を
下
か

ら
見
あ
げ
る
と
、
屋
根
の
ま
す
組
が
美

し
い
。
礼
拝
時
に
唱
え
る「
般
若
心
経
」

�
別
掲
�
の
世
界
そ
の
も
の
で
、
深
山

の
寺
に
ふ
さ
わ
し
い
光
景
が
続
く
。

左
側
に
華
厳
宗
の
道
場
だ
っ
た
と
い

わ
れ
る
華
厳
講
堂
、
右
側
に
僧
房
が
並

ぶ
。
『
冬
の
か
た
み
に
』
に
登
場
す
る

「
無
量
寺
」
は
、
僧
房
の
扁
額
に
記
さ

れ
た
「
無
量
海
会
」
�
写
真
左
�
か
ら

引
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
立
原
は
こ

の
作
品
を
構
想
か
ら
２０
数
年
の
歳
月
を

経
て
書
き
上
げ
た
と
語
っ
た
。
そ
れ
だ

け
思
い
入
れ
の
強
い
も
の
が
あ
っ
た
に

ち
が
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
質
素

に
建
て
ら
れ
た
僧
房
の
風
趣
が
心
を
な

ご
ま
せ
る
。

鳳
停
寺
を
有
名
に
し
た
の
が
、
切
妻

屋
根
の
端
正
な
極
楽
殿
の
存
在
だ
。
１

９
７
０
年
代
に
修
復
工
事
を
お
こ
な
っ

た
際
に
発
見
さ
れ
た
上
梁
文
（
棟
上
げ

文
）
に
よ
り
、
「
１
３
６
３
年
に
瓦
を

ふ
き
替
え
た
」
こ
と
が
判
明
し
た
。
一

般
に
瓦
の
修
復
は
１
５
０
～
２
０
０
年

の
ス
パ
ン
で
な
さ
れ
る
た
め
、
１２
世
紀

ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
こ
と
か
ら
韓
国
最

古
の
木
造
建
築
物
と
判
定
さ
れ
、
国
宝

１５
号
に
指
定
さ
れ
た
。

極
楽
殿
の
前
に
た
つ
三
重
石
塔
は
高

麗
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
で
高
さ
３
・

５
�
。
上
方
の
相
輪
部
が
比
較
的
よ
く

保
存
さ
れ
て
お
り
、
極
楽
殿
と
と
も
に

写
真
に
お
さ
め
る
人
が
多
い
。
お
り
し

も
、
福
岡
の
大
学
生
ら
が
団
体
で
参
拝

に
き
て
い
た
。

６
７
２
年
、
義
湘
大
師
の
弟
子
で
あ

る
能
人
大
師
が
創
建
。
洞
窟
で
修
行
に

励
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
大
師
の
修
行
姿

に
感
服
し
た
天
女
が
洞
窟
内
を
明
る
く

照
ら
し
た
と
い
う
。
そ
れ
で
天
灯
山
と

呼
び
、
洞
窟
を
天
灯
窟
と
称
し
た
。
折

り
紙
で
つ
く
っ
た
鳳
凰
鳥
を
飛
ば
し
、

お
り
た
所
を
鳳
停
寺
と
名
づ
け
た
と
伝

え
ら
れ
る
。

映
画
「
達
磨
は
な
ぜ
東
へ
行
っ
た
の

か
」
な
ど
の
ロ
ケ
地
に
つ
か
わ
れ
た
霊

山
庵
は
、
大
雄
殿
を
右
手
に
進
む
と
す

ぐ
だ
。
伝
統
的
な
寺
院
構
造
で
、
大
き

な
松
の
木
を
囲
む
よ
う
に
口
の
字
型
に

建
物
が
配
置
さ
れ
て
い
る
�
写
真
右
。

し
ず
か
な
た
た
ず
ま
い
を
前
に
、
別
世

界
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う

で
、
立
原
文
学
の
一
端
に
触
れ
た
気
が

し
た
。

◇
慶
尚
北
道
安
東
市
西
後
面
鳳
停
寺

路
２
２
２
（
�
８
２
５
４
―
８
５
３
―

４
１
８
１
）

般若心経 中国で漢訳され、韓国
を経て日本に伝えられた経典の中で
もっとも有名。一般にわずか２６２字
しかないが、大乗仏教や「空」思想
の神髄が凝縮されている。般若とは
仏の知恵のこと。写経にもよく用い
られる。

立原正秋『冬のかたみに』の舞台
〈１６〉 天灯山 鳳停寺

宋寛（韓国文化研究家）

数数字字がが語語るる「「平平昌昌」」

参参
加加
国国
数数
、、韓韓
国国
選選
手手
団団
がが
史史
上上
最最
多多

聖
火
、仁
川
を
ス
タ
ー
ト

「
平
和
と
繁
栄
に
寄
与
」
点
火
式
で

李

首

相

江原道観光広報大使に

安藤美姫さん任命

６

新

種

目

４５

９５
参
加
国

・
地
域

５８
仁川空港

→平昌

高速列車

所要時間

選手数概数

６５００

総 予 算

１３兆

聖火リレー総距離

２０１８

聖火ランナー数

７５００

金メダル数

１０２

第２８８３号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１７年１１月８日（水曜日）（３）
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【
京
都
】
韓
国
の
国
民
的
詩
人
、
尹
東
柱
を
偲
ぶ
「
記
憶
と
和
解
の
碑
」
が
宇
治

市
の
宇
治
川
に
か
か
る
新
白
虹
橋（
し
ん
は
っ
こ
う
ば
し
）の
た
も
と
に
完
成
し
た
。

建
立
現
場
は
尹
が
同
志
社
大
の
学
友
ら
と
ハ
イ
キ
ン
グ
で
訪
れ
た
場
所
。
生
前
最
後

の
写
真
に
納
ま
っ
た
天
ケ
瀬
つ
り
橋
か
ら
約
３
０
０
�
上
流
の
右
岸
側
に
位
置
す

る
。
地
元
の
志
津
川
区
（
梅
原
孝
区
長
）
が
区
有
地
を
提
供
し
た
。
今
年
は
尹
の
生

誕
か
ら
１
０
０
周
年
の
節
目
に
あ
た
る
。

生生誕誕１１００００周周年年【
京
都
】
厚
生
保
護
法
人

京
都
保
護
育
成
会
（
金
有
作

理
事
長
・
脇
田
健
治
施
設
長
、

京
都
市
右
京
区
）
の
創
立
７０

周
年
を
記
念
す
る
式
典
が
１０

月
２２
日
、
中
京
区
の
ホ
テ
ル

で
あ
っ
た
。

同
法
人
の
前
身
は
１
９
４

７
年
１０
月
２１
日
発
足
の
「
京

都
司
法
育
成
会
」
。
解
放
直

後
の
混
乱
の
さ
な
か
、
厳
し

い
条
件
の
下
に
置
か
れ
て
い

た
在
日
同
胞
は
生
活
の
た

め
、
思
わ
ず
道
を
踏
み
外
す

こ
と
も
多
か
っ
た
。
心
を
痛

め
た
当
時
の
民
団
京
都
本
部

有
志
が
民
族
愛
、
同
胞
愛
か

ら
新
た
な
社
会
復
帰
を
応
援

し
よ
う
と
寄
付
を
募
っ
て
設

立
し
た
。
現
在
は
同
胞
に
限

ら
ず
、
保
護
を
必
要
と
す
る

す
べ
て
の
人
た
ち
の
た
め
に

門
戸
を
開
放
し
て
い
る
。

席
上
、
大
矢
裕
近
畿
地
方

厚
生
保
護
委
員
長
が
法
務
大

臣
表
彰
に
決
ま
っ
た
金
理
事

長
に
表
彰
状
を
贈
り
、
長
年

の
功
績
を
称
え
た
。
ま
た
、

同
施
設
の
基
盤
を
築
い
た
河

炳
旭
名
誉
顧
問
（
第
８
代
理

事
長
）
に
は
金
理
事
長
と
婦

人
会
京
都
本
部
の
金
和
子
会

長
が
花
束
と
記
念
品
を
贈
っ

た
。民

団
京
都
本
部
の
河
相
泰

団
長
、
河
泰
允
駐
大
阪
総
領

事
、
京
都
地
方
検
察
庁
か
ら

も
加
藤
朋
寛
検
事
正
ら
が
お

祝
い
に
駆
け
つ
け
た
。

自
ら
展
示
品
に
つ
い
て
解
説
す
る
李
鶴
来
さ
ん
（
左
）

記
念
碑
は
高
さ
約
２
�
、

幅
１
・
４
�
、
奥
行
き
約
１

�
。
韓
半
島
と
日
本
産
の
御

影
（
み
か
げ
）
石
を
１
枚
ず

つ
使
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
尹
の

詩
「
セ
ロ
ウ
ン
・
キ
ル
（
新

し
い
道
）
」
が
ハ
ン
グ
ル
と

日
本
語
で
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
延
喜
専
門
学
校
（
延

世
大
学
の
前
身
）
を
卒
業
し

て
日
本
へ
の
留
学
を
決
意
し

た
こ
ろ
の
作
品
。
専
攻
の
文

学
研
究
を
深
め
た
い
と
い
う

進
取
の
気
概
が
う
か
が
え

る
。制

作
し
た
の
は
市
民
で
つ

く
る
記
念
碑
建
立
委
員
会

（
代
表
・
安
斎
育
郎
立
命
館

大
特
命
教
授
）。「
戦
時
下
の

抑
圧
の
事
実
を
記
憶
し
、
相

互
理
解
に
よ
る
平
和
実
現
の

た
め
尹
の
生
き
た
証
し
を
残

そ
う
」
と
２
０
０
５
年
に
発

足
し
た
。

１０
月
２８
日
の
除
幕
式
に
は

韓
国
か
ら
遺
族
ら
も
参
列

し
、
碑
の
前
で
市
民
と
一
緒

に
「
セ
ロ
ウ
ン
・
キ
ル
」
を

朗
読
し
た
。
こ
の
後
、
宇
治

市
の
日
本
基
督
教
団
宇
治
教

会
礼
拝
堂
に
場
所
を
移
し
て

「
記
念
の
つ
ど
い
」
を
行
っ

た
。
こ
こ
で
は
音
楽
と
朗
読

に
よ
る
構
成
劇
が
行
わ
れ
、

尹
の
愛
唱
歌
も
披
露
さ
れ

た
。安

斎
代
表
は
「
市
民
に
よ

る
地
道
な
取
り
組
み
で
実
現

に
こ
ぎ
着
け
た
。
国
際
的
な

平
和
活
動
の
発
信
地
に
な
る

だ
ろ
う
」
と
、
長
か
っ
た
道

程
を
振
り
返
っ
た
。

遺
族
で
お
い
に
あ
た
る
成

均
館
大
教
授
の
尹
仁
石
さ
ん

（
６１
）
は
「
大
変
な
ご
労
苦

に
感
謝
し
ま
す
。
こ
の
詩
碑

が
世
界
の
平
和
と
人
間
の
尊

厳
を
確
認
す
る
発
信
地
に
な

る
よ
う
祈
り
ま
す
」
と
述
べ

た
。尹

は
４２
年
日
本
に
渡
っ

た
。
留
学
先
の
同
志
社
大
な

ど
で
当
時
は
禁
止
さ
れ
て
い

た
ハ
ン
グ
ル
で
詩
を
書
き
、

独
立
運
動
に
加
担
し
た
と
い

う
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で

逮
捕
さ
れ
、
４５
年
２
月
に
福

岡
刑
務
所
で
死
亡
し
た
。

新白虹橋のたもとに建つ碑

韓
国
・
朝
鮮
人
元
Ｂ
Ｃ
級

戦
犯
の
抱
え
る
「
不
条
理
の

記
憶
」
を
伝
え
る
写
真
パ
ネ

ル
展
が
５
日
ま
で
の
１
週

間
、
東
京
・
千
代
田
区
立
九

段
生
涯
学
習
館
「
九
段
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
で
開
催
さ
れ
た
。

死
刑
を
含
む
戦
犯
と
し
て
処

罰
さ
れ
た
仲
間
の
名
誉
回
復

と
補
償
を
求
め
て
い
る
「
同

進
会
」
（
李
鶴
来
会
長
）
と

２
つ
の
日
本
人
支
援
団
体
が

共
催
し
た
。

植
民
地
下
に
あ
っ
た
韓
半

島
か
ら
徴
用
さ
れ
た
同
胞

が
、
な
ぜ
戦
犯
に
問
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

か
。
写
真
パ
ネ
ル
と
資
料
１

０
０
余
点
か
ら
は
当
事
者
の

や
り
場
の
な
い
怒
り
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
個
人
と

し
て
元
戦
犯
を
支
援
し
た
日

本
人
も
複
数
い
た
。
故
今
井

知
文
さ
ん
（
開
業
医
）
も
そ

の
一
人
だ
。
今
井
さ
ん
は
外

国
人
が
日
本
人
と
し
て
戦
犯

に
問
わ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て

驚
き
、
経
済
的
に
困
窮
し
て

い
た
同
進
会
の
た
め
に
私
財

を
抵
当
に
し
て
事
業
資
金
２

０
０
万
円
を
貸
し
付
け
た
。

同
進
会
は
こ
の
お
金
を
元
手

に
タ
ク
シ
ー
会
社
を
起
業

し
、
仲
間
の
働
き
口
を
確
保

し
た
。

李
会
長
は
「
当
時
の
２
０

０
万
円
は
い
ま
の
２
０
０
０

万
円
、
い
や
そ
れ
以
上
の
価

値
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
今
井
先
生
は
私
に
と
っ

て
育
て
の
親
だ
」
と
振
り
返

っ
た
。
会
場
に
は
「
過
去
を

忘
る
る
者
は
必
ず
過
去
の
過

ち
を
繰
り
返
す
」
と
し
た
た

め
た
今
井
さ
ん
の
色
紙
が
展

示
さ
れ
て
い
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ
ン

ギ
ー
刑
務
所
で
教
誨
師
を
務

め
た
関
口
亮
共
さ
ん
の
遺
族

か
ら
は
、
韓
国
・
朝
鮮
人
元

Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
ハ
ガ
キ
、
手
紙
が
寄
せ

ら
れ
た
。
死
刑
囚
・
趙
文
相

氏
が
遺
し
た
ガ
リ
版
刷
り
手

記
な
ど
と
と
も
に
最
近
に
な

っ
て
関
口
さ
ん
が
住
職
を
務

め
た
川
崎
市
の
天
台
宗
長
明

寺
本
堂
で
発
見
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
「
応
援
す
る

会
」
代
表
の
内
海
愛
子
さ
ん

が
提
供
し
た
「
ス
ガ
モ
・
プ

リ
ズ
ン
」
の
配
置
図
や
刑
務

所
内
で
発
行
さ
れ
た
巣
鴨
壁

新
聞
『
喫
茶
室
』
（
１
９
５

５
年
４
月
１
日
創
刊
）
も
来

場
者
の
注
目
を
集
め
て
い

た
。
壁
新
聞
は
ポ
ス
タ
ー
の

裏
面
に
手
書
き
さ
れ
て
お
り

「
歴
史
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と

な
っ
て
い
る
。

遺
族
で
「
２
世
会
」
の
会

長
を
務
め
る
朴
来
洪
さ
ん
は

「
李
鶴
来
の
お
じ
さ
ん
は
す

で
に
９２
歳
。
残
さ
れ
た
時
間

は
わ
ず
か
し
か
な
い
。
こ
の

問
題
を
緊
急
に
解
決
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
会
場
で
声

を
振
り
絞
っ
た
。

７０年間の歩みを振り返った記念式典

自作を手にする陳昌鼓さん

新
作
弦
楽
器
の
国
際
見
本

市
と
も
い
う
べ
き
「
第
６０
回

弦
楽
器
フ
ェ
ア
」
（
日
本
弦

楽
器
製
作
者
協
会
主
催
）
に

在
日
同
胞
２
世
の
陳
昌
鼓
さ

ん
（
Ｊ
Ｉ
Ｎ
工
房
、
東
京
都

調
布
市
）
が
自
慢
の
バ
イ
オ

リ
ン
を
個
人
出
展
し
た
。

作
品
は
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ

リ
ウ
ス
、
ア
マ
デ
ィ
と
並
ぶ

イ
タ
リ
ア
の
名
器
ガ
ル
ネ
リ

ウ
ス
を
当
時
の
設
計
図
を
も

と
に
忠
実
に
再
現
し
た
も

の
。
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ

ス
の
持
つ
華
や
か
さ
こ
そ
な

い
が
、
骨
太
で
野
生
美
が
あ

り
、
ど
こ
か
愁
い
を
帯
び
た

渋
さ
が
特
徴
。
昌
鼓
さ
ん
は

「
音
が
大
き
い
。
今
の
時
代

に
は
合
っ
て
い
る
」と
話
す
。

弾
き
比
べ
で
き
る
よ
う
隣

に
は
昌
鼓
さ
ん
の
父
で
世
界

的
な
弦
楽
器
製
作
者
と
し
て

名
前
の
知
ら
れ
た
故
陳
昌
鉉

さ
ん
の
遺
作
も
展
示
し
た
。

試
奏
し
た
あ
る
演
奏
家
は

「
昌
鼓
さ
ん
に
は
お
父
さ
ん

の
よ
う
な
芯
は
感
じ
ら
れ
な

い
が
、
音
は
よ
く
出
る
。
温

か
み
の
あ
る
音
だ
」
と
一
定

の
評
価
を
し
た
。
ち
な
み
に

定
価
は
１
０
０
万
円
だ
と
い

う
。フ

ェ
ア
は
５
日
ま
で
３
日

間
、
東
京
・
千
代
田
区
の
科

学
技
術
館
で
開
か
れ
、
約
３

０
０
０
人
が
入
場
し
た
。

【
大
阪
】
東
大
阪
市
外
国

籍
住
民
施
策
懇
話
会
の
第
６

期
座
長
に
呉
龍
浩
さ
ん
（
民

団
大
阪
本
部
顧
問
、
同
布
施

支
部
常
任
顧
問
）
が
就
任
し

た
。
１０
月
２４
日
、
同
市
役
所

会
議
室
で
開
か
れ
た
第
１
回

会
合
席
上
、
委
員
の
満
場
一

致
で
決
ま
っ
た
。

野
田
義
和
市
長
か
ら
委
嘱

状
を
手
渡
さ
れ
た
呉
さ
ん
は

「
責
務
の
重
さ
に
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
。
多
様
な
民
族

が
住
み
や
す
い
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。

同
懇
話
会
は
多
様
な
民
族

と
文
化
が
と
も
に
生
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
施
策
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
２
０
０
３
年
９
月
、
要
綱

で
設
置
さ
れ
た
。
呉
さ
ん
は

０４
年
度
第
１
期
か
ら
公
募
委

員
を
務
め
、
第
４
期
は
副
座

長
、
第
５
期
に
在
日
韓
国
人

と
し
て
初
め
て
座
長
に
就
任

し
た
。

【
愛
媛
】
民
団
愛
媛
本
部

（
金
鐘
	
団
長
）
は
１０
月
２６

日
、
植
民
地
下
の
韓
半
島
か

ら
住
友
鉱
業
株
式
会
社
住
友

別
子
鉱
業
所
（
新
居
浜
市
、

通
称
「
別
子
銅
山
」
）
に
動

員
さ
れ
、
亡
く
な
っ
た
同
胞

の
魂
を
癒
や
す
慰
霊
式
を
執

り
行
っ
た
。

民
団
か
ら
金
団
長
を
は
じ

め
と
す
る
役
員
４
人
が
険
し

い
山
中
に
分
け
入
り
、
よ
う

や
く
地
中
で
同
胞
の
眠
る
木

製
の
慰
霊
碑
を
見
つ
け
た
。

こ
の
日
初
め
て
現
場
を
訪

れ
た
と
い
う
金
団
長
は
大
き

な
衝
撃
を
受
け
た
よ
う
だ
。

押
し
黙
っ
た
ま
ま
、
た
だ
静

か
に
手
を
合
わ
せ
た
。
別
の

役
員
は
、
「
強
制
徴
用
の
事

実
そ
の
も
の
は
知
っ
て
い
た

が
、
山
を
何
個
も
越
え
な
け

れ
ば
た
ど
り
着
け
な
い
、
こ

ん
な
遠
く
暗
い
場
所
で
亡
く

な
っ
た
こ
と
を
思
う
と
胸
が

痛
く
て
な
ら
な
い
」
と
語
っ

た
。当

時
、
住
友
別
子
鉱
業
所

で
労
働
に
従
事
し
た
同
胞
は

７
０
０
人
以
上
と
い
わ
れ
て

い
る
。
初
期
は
募
集
だ
っ
た

が
、
戦
争
末
期
に
な
る
と
官

斡
旋
、
徴
用
と
い
う
方
式
に

変
わ
っ
た
。
死
亡
者
数
は
不

明
だ
が
、
こ
れ
ま
で
に
別
子

山
の
南
光
院
近
く
の
斜
面
で

石
積
み
の
３７
基
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
３
人

に
つ
い
て
は
資
料
か
ら
身
元

が
確
認
さ
れ
た
。

【
大
阪
】
「
私
の
街
は
ア

ジ
ア
の
街
、
私
の
街
は
世
界

の
街
」
を
合
言
葉
に
「
東
大

阪
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
大
阪
国
際

共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
同
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

主
催
）
が
３
日
、
三
ノ
瀬
公

園
で
行
わ
れ
、
市
民
延
べ
７

０
０
０
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

今
年
で
２２
回
目
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
婦
人

会
大
阪
本
部（
金
秋
江
会
長
）

文
化
部
の
オ
モ
ニ
コ
ー
ラ
ス

が
「
ナ
ギ
ョ
プ
ソ
ン
（
落
葉

松
）
」
、
「
セ
モ
ン
グ
ン
ポ
打

令
」
な
ど
を
歌
い
、
同
オ
モ

ニ
舞
踊
も
「
扇
の
舞
」
を
披

露
。
こ
の
ほ
か
日
本
民
謡
や

中
国
民
族
舞
踊
、
ア
フ
リ
カ

の
マ
リ
ン
バ
演
奏
な
ど
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
出
店
コ
ー
ナ
ー
で

は
婦
人
会
布
施
支
部
な
ど
４１

の
飲
食
ブ
ー
ス
が
並
ん
だ
。

東
大
阪
市
の
野
田
義
和
市

長
は
「
東
大
阪
市
に
は
１
万

７
０
０
０
人
の
外
国
人
が
居

住
し
て
い
る
。
こ
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
国
と
国
を
つ
な

ぐ
大
き
な
拠
点
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
」
と
述
べ
た
。

同
実
行
委
員
会
特
別
顧
問

の
呉
龍
浩
さ
ん
は
「
国
籍
や

文
化
、
民
族
の
違
い
を
認
め

あ
い
、
地
域
住
民
と
安
心
し

て
く
ら
せ
る
共
生
の
街
を
作

っ
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。
駐
大
阪
総
領
事
館
の
河

泰
允
総
領
事
も
「
ア
ジ
ア
の

国
、世
界
の
国
が
認
め
合
い
、

お
互
い
近
い
国
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

午
後
に
は
主
催
団
体
や
民

団
関
係
者
を
先
頭
に
約
２
０

０
人
が
東
大
阪
市
立
長
堂
小

学
校
か
ら
三
ノ
瀬
公
園
ま
で

約
１
�
を
パ
レ
ー
ド
し
た
。

料
理
と
歴
史
講
義

内
容
盛
り
沢
山
の

「
韓
日
文
化
教
室
」

【
滋
賀
】
民
団
滋
賀
本
部

（
朴
鍾
文
団
長
）
は
１０
月
２１

日
、
同
本
部
で
韓
国
料
理
講

座
と
韓
国
近
現
代
史
の
講
義

を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
韓
日
文

化
教
室
」
を
開
催
し
た
。

午
前
中
は
ス
ン
ド
ゥ
ブ
チ

ゲ
と
じ
ゃ
が
い
も
の
チ
ヂ
ミ

の
２
品
に
つ
い
て
白
政
子
氏

か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。

午
後
か
ら
は
韓
国
歴
史
研
究

家
の
金
一
男
氏
が
講
演
に
立

ち
、
南
北
両
政
権
の
解
放
後

か
ら
今
日
ま
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
概
略
を
説
明
し

た
。同

「
ハ
ン
グ
ル
教
室
」
の

生
徒
ら
合
わ
せ
て
３４
人
が
受

講
し
た
。

元
入
管
局
長
招
き

講
演
会
、
１４
日
に

民
団
山
梨
本
部

【
山
梨
】
民
団
山
梨
本
部

（
鄭
郁
団
長
）
は
１４
日
、
同

本
部
に
法
務
省
入
管
局
で
在

留
外
国
人
政
策
に
携
わ
っ
て

き
た
元
東
京
入
管
局
長
の
水

上
洋
一
郎
氏
を
講
師
に
招

き
、第
３
回
講
演
会
を
開
く
。

テ
ー
マ
は
「
日
本
の
外
国

人
政
策
の
変
遷
と
今
後
」
―

交
流
共
生
社
会
は
可
能
か

―
。
担
当
の
朴
善
国
同
本
部

常
任
顧
問
は「
水
上
氏
は『
入

管
局
の
開
明
派
』
と
い
わ
れ

た
人
物
だ
。
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、

第
一
線
を
離
れ
た
客
観
的
な

立
場
か
ら
の
総
括
、
提
言
が

な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
」
と
話
し
て
い
る
。

講
演
は
１５
時
か
ら
１７
時
ま

で
。
無
料
。
終
了
後
は
水
上

氏
を
囲
む
懇
親
会
を
予
定
し

て
い
る
。

同
本
部
（
０
５
５
・
２
２

８
・
８
８
１
４
）。

【
広
島
】
江
戸
時
代
の
善

隣
友
好
使
節
団
「
朝
鮮
通
信

使
」
の
一
行
が
寄
港
し
た
呉

市
の
下
蒲
刈
町
で
１０
月
１５

日
、
当
時
の
藩
を
あ
げ
て
の

歓
迎
ぶ
り
が
再
現
さ
れ
た
。

今
年
で
１５
回
目
。

行
列
は
色
と
り
ど
り
の
礼

服
を
ま
と
っ
た
韓
日
の
関
係

者
２
５
０
人
で
構
成
。
こ
の

う
ち
８０
人
が
民
団
広
島
本
部

の
関
係
者
だ
っ
た
。
規
模
と

し
て
は
過
去
最
多
。
一
行
は

青
年
会
広
島
本
部
の
サ
ム
ル

ノ
リ
隊
�
写
真
�
を
先
頭
に

下
蒲
刈
区
民
セ
ン
タ
ー
を
出

発
。
松
並
木
の
石
畳
が
続
く

海
沿
い
を
約
１
・
２
�
歩
い

た
。
沿
道
の
見
物
客
は
雨
の

中
、
拍
手
で
出
迎
え
た
。

到
着
地
点
の
下
蒲
刈
中
学

校
で
は
、
正
使
役
を
務
め
た

昌
原
市
鎮
海
区
の
林
寅
漢
庁

長
と
、
将
軍
役
の
木
坂
修
副

市
長
が
「
国
書
」
を
交
わ
し

て
友
好
を
誓
っ
た
。
鎮
海
区

と
呉
市
は
姉
妹
都
市
提
携
を

結
ん
で
い
る
。
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
で
は
民
団
豊
田
支
部

メ
ア
リ
会
の
６
人
も
舞
台
に

立
ち
、
「
扇
の
舞
」
を
初
披

露
し
た
。
行
列
を
主
催
し
た

の
は
蘭
島
文
化
振
興
財
団
と

朝
鮮
通
信
使
行
列
保
存
会
な

ど
。
民
団
は
２
回
目
か
ら
連

続
で
参
加
し
て
い
る
。

慰霊碑に献花する金鐘�団長

会場周辺をパレードする主催団体と民団関係者

【
岐
阜
】
「
手
を
つ
な
ご

う
」
を
合
い
言
葉
に
し
た
韓

日
の
障
害
者
に
よ
る
文
化
交

流
企
画
が
４
日
、
岐
阜
市
内

の
長
良
川
国
際
会
議
場
で
あ

っ
た
。
主
催
は
民
団
岐
阜
本

部
（
董
勝
正
団
長
）
と
韓
日

友
好
修
交
協
会
（
吉
田
容
子

理
事
長
）
。
２
５
０
人
が
来

場
し
た
。
日
本
の
主
な
出
演

者
は
自
閉
症
や
ダ
ウ
ン
症
の

仲
間
で
つ
く
る
「
ゆ
め
ぽ
っ

け
」
と
箏
奏
者
。
韓
国
か
ら

は
足
で
絵
を
描
く
画
家
で
ハ

ー
モ
ニ
カ
奏
者
で
も
あ
る
ピ

ョ
・
ヒ
ョ
ン
ミ
ン
さ
ん
と
カ

ヤ
グ
ム
奏
者
。

「
ふ
る
さ
と
」
を
箏
と
カ

ヤ
グ
ム
で
「
赤
と
ん
ぼ
」
を

箏
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
セ
ッ
シ

ョ
ン
し
、
大
き
な
拍
手
が
お

く
ら
れ
た
。
フ
リ
ー
ト
ー
ク

で
は
ピ
ョ
ン
さ
ん
が
平
昌
冬

季
五
輪
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ス

ホ
ラ
ン
」
を
足
で
描
き
、
観

客
を
驚
か
せ
た


写
真
。

董
団
長
は
「
両
国
が
近
く

て
近
い
国
に
な
る
よ
う
、
お

互
い
理
解
し
手
を
つ
な
ぎ
、

世
界
平
和
を

祈
り
な
が
ら

今
日
の
交
流

を
開
い
た
。

民
団
は
こ
れ

か
ら
も
地
域

住
民
と
共
に

文
化
交
流
事

業
を
継
続
し

て
い
く
こ
と

で
、
両
国
の

友
好
親
善
に

尽

力

し

ま

す
」
と
エ
ー

ル

を

送

っ

た
。

新
作
バ
イ
オ
リ
ン
出
展

名
匠
の
血
引
く
陳
昌
鼓
さ
ん

弦楽器
フェア

尹尹東東柱柱碑碑除除幕幕京都・宇治市
生
前

最
後
の
写
真
に
納
ま
っ
た
地

呉

市

下
蒲
刈

過
去
最
多
の
２
５
０
人

朝朝鮮鮮通通信信使使寄寄港港地地でで再再現現行行列列

元
受
刑
者
の
社
会
復
帰
支
援

京
都
保
護
育
成
会
７０
周
年

呉
龍
浩
さ
ん

座
長
に
再
任

東
大
阪
市
外
国
籍
住
民
施
策
懇
話
会

「手をつなごう」
韓日障害者の文化交流

民団岐阜が懸け橋役

苦
境
支
え
た
日
本
人
支
援
者

韓
国
・
朝
鮮
人
元

Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
展

徴
用
犠
牲
同
胞
を
慰
霊

民
団
愛
媛

険
し
い
山
中
に
ひ
っ
そ
り
碑

旧別子銅山

ア
ジ
ア
の
街
ア
ピ
ー
ル

東
大
阪
国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ

（４）２０１７年１１月８日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８８３号
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【
長
野
】
民
団
長
野
本
部
（
朴
永
大
団
長
）
は
１０
月
２９
日
、
恒
例
の
韓
日
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
コ
リ
ア
市
民
祭
」

と
来
年
２
月
開
幕
す
る
平
昌
冬
季
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
あ
と
１
０

０
日
と
迫
っ
た
こ
と
か
ら
企
画
し
た
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
松
本
市
の
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
に
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
と
写
真

撮
影
の
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
詰
め
か
け
た
市
民
５
０
０
人
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

ロ
ビ
ー
は
開
演
２
時
間
前

の
正
午
か
ら
一
般
に
開
放
さ

れ
た
。
市
民
は
早
め
に
入
場

し
、
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
で
江
原
道

平
昌
冬
季
五
輪
組
織
委
員
会

か
ら
提
供
さ
れ
た
ピ
ン
バ
ッ

ジ
、
メ
モ
帳
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、

う
ち
わ
な
ど
の
記
念
品
を
受

け
取
っ
て
い
た
。

隣
り
の
写
真
撮
影
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
平
昌
冬
季
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ス
コ
ッ

ト
の
「
ス
ホ
ラ
ン
」
と
「
バ

ン
ダ
ビ
」
が
人
気
。
若
い
女

性
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
は
人

形
を
手
に
、
持
参
の
ス
マ
ホ

で
自
撮
り
を
楽
し
む
光
景
も

見
ら
れ
た
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
朴
団

長
は
「
長
野
県
は
２
０
１
６

年
１２
月
、
江
原
道
平
昌
と
の

間
で
友
好
交
流
協
約
書
に
調

印
し
、
９８
年
冬
季
五
輪
開
催

地
と
し
て
運
営
上
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
伝
え
な
が
ら
交
流
を
深

め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
韓
国

と
日
本
と
の
良
好
な
関
係
を

願
う
民
団
と
し
て
も
、
冬
季

五
輪
の
成
功
を
願
い
、
平
昌

に
エ
ー
ル
を
送
る
こ
と
に
し

た
」と
述
べ
た
。こ
れ
に
対
し

て
太
田
寛
副
知
事
は
「
県
と

韓
国
と
の
交
流
は
一
昨
年
、

阿
部
守
一
知
事
が
初
訪
韓
し

て
か
ら
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

平
昌
ば
か
り
か
ソ
ウ
ル
市
と

も
観
光
な
ど
を
軸
と
し
た
友

好
協
力
の
協
約
を
締
結
し
て

い
る
。
韓
国
と
連
携
協
力
し

な
が
ら
共
に
発
展
し
て
い
き

た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
平
昌
冬
季

五
輪
の
イ
メ
ー
ジ
ビ
デ
オ
が

上
映
さ
れ
、
マ
ス
コ
ッ
ト
人

形
が
抽
選
で
入
場
者
１０
人
に

贈
ら
れ
た
。
引
き
続
き
Ｊ
Ｐ

ス
タ
ジ
オ
（
朴
貞
子
韓
国
舞

踊
団
、
東
京
都
中
野
区
）
と

Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
シ
ョ
ー
ト
ラ
イ

ブ
が
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

【
大
阪
】
民
団
大
阪
本
部

（
鄭
鉉
権
団
長
）
は
１
日
、

大
阪
市
北
区
の
大
阪
韓
国
人

会
館
で
「
民
団
大
阪
活
性
化

の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
し
た
。
２９
支
部

か
ら
１
２
０
人
が
参
加
。
健

全
な
自
立
財
源
と
人
材
育
成

方
案
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

は
じ
め
に
鄭
団
長
が
「
民

団
大
阪
の
活
性
化
に
向
け
た

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
目
標
を

立
て
て
共
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。
朴

道
秉
議
長
は
「
厳
し
い
現
状

も
あ
る
が
、
勇
気
を
も
っ
て

一
歩
前
進
し
よ
う
」と
激
励
。

金
清
正
監
察
委
員
長
も
「
お

互
い
に
理
解
し
あ
い
、
情
報

を
共
有
す
る
き
っ
か
け
に
」

と
呼
び
か
け
た
。

は
じ
め
に
高
槻
、
天
阿
、

北
河
内
、
港
、
大
正
の
５
支

部
代
表
が
問
題
提
起
。
団
費

収
入
の
減
少
や
問
題
点
、
高

齢
化
に
よ
る
団
員
減
少
、
会

館
の
有
効
活
用
を
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
に
つ
い
て
意
見

を
述
べ
た
。

成
果
事
例
と
し
て
は
八
尾

支
部
が
、
「
街
か
ど
デ
イ
ハ

ウ
ス
」
や
通
所
介
護
事
業
が

事
業
収
入
や
団
員
増
員
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
発
表
。
堺

支
部
も
堺
ま
つ
り
で
朝
鮮
通

信
使
行
列
を
再
現
す
る
な
ど

地
域
に
密
着
し
た
交
流
を
深

め
て
い
る
と
明
か
し
た
。

他
支
部
か
ら
は
「
成
果
事

例
を
参
考
に
し
た
い
」
「
他

支
部
の
現
状
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
い
っ
た
肯
定
的

な
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

締
め
く
く
り
に
鄭
団
長
が

「
健
全
な
団
務
運
営
に
関
す

る
指
針
」
を
示
し
、
「
在
日

と
地
域
社
会
が
仲
良
く
し
て

い
く
た
め
に
、
ま
ず
は
支
部

の
役
員
ど
う
し
が
交
流
を
楽

し
み
、
団
員
へ
と
輪
を
広
げ

て
い
く
こ
と
で
人
間
関
係
を

強
く
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
。
本
部
と
し
て
も
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
く
」
と
強
調

し
た
。

２９支部１２０人が参加した「ワークショップ」

写真撮影コーナーで人気を集めたマスコット人形

約１０００人が参加した大巡行（写真は飛鳥時代）

【
香
川
】
民
団
香
川
本
部

の
主
催
す
る
国
際
交
流
事
業

「
韓
国
文
化
教
室
」
で
学
ぶ

受
講
生
に
よ
る
発
表
交
流
会

が
１０
月
２２
日
、
高
松
市
内
の

ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
。
今
年
は

初
め
て
の
企
画
と
し
て
「
韓

服
体
験
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
」
も
加
わ
り
、
８０
人
が
参

加
す
る
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

ま
ず
、
韓
大
圭
団
長
も
一

緒
に
学
ぶ
「
韓
国
歌
教
室
」

に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
で
開
幕
し

た
。
韓
国
語
受
講
生
の
グ
ル

ー
プ
は
、
成
人
が
童
話
を
も

と
に
し
た
寸
劇
、
在
日
の
オ

リ
ニ
た
ち
は
ス
ピ
ー
チ
発
表

を
行
っ
た
。

午
後
か
ら
の
韓
服
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
は
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
５０
人
が
応
募

し
、
色
や
曲
線
な
ど
の
美
し

さ
を
競
い
合
っ
た
。

【
愛
知
】
民
団
愛
知
本
部

（
朴
茂
安
団
長
）
は
１０
月
２９

日
、
名
古
屋
市
内
の
ホ
テ
ル

に
関
係
者
４
０
０
人
を
招

き
、
創
団
７０
周
年
記
念
式
典

を
開
い
た
。
大
村
秀
章
県
知

事
を
は
じ
め
国
会
議
員
、
県

議
、
市
議
も
多
数
お
祝
い
に

参
席
し
た
。

は
じ
め
に
、朴
団
長
が「
こ

れ
ま
で
民
団
愛
知
の
組
織
を

護
り
、
発
展
に
導
い
て
き
た

先
人
・
諸
先
輩
方
へ
の
感
謝

の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
こ

れ
か
ら
の
１
０
０
周
年
に
向

け
、
韓
日
両
国
か
ら
必
要
と

さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
組
織
づ

く
り
に
向
け
て
よ
り
一
層
尽

力
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

大
村
県
知
事
は
「
両
国
の

発
展
に
は
民
間
レ
ベ
ル
で
の

た
ゆ
ま
ぬ
交
流
が
大
事
。
こ

れ
か
ら
も
愛
知
県
と
韓
国
の

友
好
交
流
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
」
と
韓
国
語

で
述
べ
た
。

民
団
中
央
本
部
か
ら
は
林

三
鎬
副
団
長
が
「
こ
れ
か
ら

も
全
国
地
方
本
部
の
模
範
と

し
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
、
呉
公
太
団
長
の

祝
辞
を
代
読
し
た
。
駐
名
古

屋
総
領
事
館
の
鄭
煥
煥
星
総

領
事
も
「
民
団
愛
知
は
祖
国

に
対
す
る
愛
情
の
も
と
、
物

心
両
面
で
献
身
的
に
寄
与
し

て
き
た
。
今
後
も
韓
日
両
国

間
の
交
流
・
協
力
の
拡
大
の

た
め
、
邁
進
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
祝
辞
を
述

べ
た
。

こ
の
ほ
か
、
八
木
哲
也
衆

議
院
議
員
（
自
民
党
）
、
伊

藤
渉
衆
議
院
議
員
（
公
明

党
）
、
赤
松
広
隆
衆
議
院
議

員
（
立
憲
民
主
党
）
、
本
村

伸
子
衆
議
院
議
員（
共
産
党
）

ら
が
お
祝
い
を
述
べ
た
。

席
上
、
各
支
部
の
功
労
者

ら
３９
人
に
、
朴
団
長
が
表
彰

状
と
記
念
品
を
贈
っ
た
。
お

祝
い
に
在
日
同
胞
の
東
亜
紀

さ
ん
（
小
学
４
年
）
に
よ
る

歌
や
婦
人
会
春
日
井
支
部
伽

舞
踊
団
の
舞
踊
、
韓
宇
景

歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
披
露
さ

れ
た
。

韓服ファッションショー

民団香川主催

長
野
県
日
韓
親
善
協
会

（
萩
原
清
会
長
、
自
民
党
県

議
団
顧
問
）
は
１０
月
２９
日
、

松
本
市
で
「
設
立
総
会
」
を

開
き
、
地
域
支
部
か
ら
構
成

さ
れ
る
日
韓
協
と
し
て
再
出

発
し
た
。
日
韓
協
中
央
会
か

ら
石
井
和
美
理
事
長
、
民
団

中
央
本
部
か
ら
呉
公
太
団
長

が
参
席
し
た
。

同
日
韓
協
は
１
９
７
４
年

の
発
足
。
一
時
、
活
動
が
停

滞
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、

萩
原
会
長
が
就
任
し
て
か
ら

地
域
支
部
の
創
設
に
力
を
入

れ
て
き
た
。
す
で
に
松
本
広

域
、
諏
訪
、
駒
ヶ
根
・
伊
那

で
組
織
化
を
終
え
、
長
野
と

上
田
の
２
カ
所
で
も
年
内
発

足
の
準
備
が
整
っ
て
い
る
。

活
動
方
針
と
し
て
長
野
県

と
ソ
ウ
ル
、
平
昌
の
両
都
市

間
交
流
活
動
へ
の
参
加
、
信

州
ま
つ
も
と
空
港
と
韓
国
間

の
国
際
定
期
便
の
就
航
実
現

へ
の
応
援
を
採
択
。

【
大
阪
】
古
代
日
本
と
東

ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
を
再
現

し
た
祭
り
「
四
天
王
寺
ワ
ッ

ソ
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
５
日
、
大
阪
市
中
央
区
の

史
跡
な
に
わ
の
宮
跡
で
開
催

さ
れ
た
。

２６
回
目
を
迎
え
た
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
つ
む
ぐ
」
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
「
ワ
ッ
ソ
」
の

産
み
の
親
、
李
煕
健
氏
の
生

誕
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て

韓
日
伝
統
楽
器
と
歌
の
共
演

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
韓
国

か
ら
伝
統
芸
術
家
で
チ
ャ
ン

ゴ
奏
者
の
金
徳
洙
さ
ん
が
参

加
。
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ド

ラ
ム
、
津
軽
三
味
線
が
織
り

な
す
迫
力
あ
る
音
楽
に
民

謡
、
演
歌
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
歌
が
加
わ
っ

た
。恒

例
の
大
巡
行
は
神
話
、

古
墳
、
飛
鳥
、
奈
良
、
朝
鮮

王
朝
の
各
時
代
に
分
か
れ
て

約
１
０
０
０
人
が
時
代
衣
装

で
パ
レ
ー
ド
を
行
っ
た
。
朝

鮮
王
朝
時
代
に
は
大
阪
の
民

団
、
婦
人
会
、
青
年
会
も
参

加
。
金
剛
学
園
児
童
は
「
天

女
の
舞
」
、
白
頭
学
院
建
国

の
生
徒
た
ち
は
「
舞
姫
」
で

愛
ら
し
い
笑
顔
を
見
せ
て
い

た
。聖

徳
太
子
役
を
務
め
た
モ

デ
ル
の
ア
ン
・
ミ
カ
さ
ん
は

「
東
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
絆
は
長

い
年
月
の
な
か
、
互
い
に
刺

激
し
あ
い
信
頼
し
あ
う
こ
と

で
、
太
く
強
い
も
の
と
な
っ

た
。
２
０
１
８
年
の
平
昌
冬

季
五
輪
と
２
０
２
０
年
の
東

京
五
輪
、
２
０
２
５
年
に
は

地
元
大
阪
へ
の
万
博
博
覧
会

誘
致
と
ア
ジ
ア
が
注
目
さ
れ

る
時
代
が
続
く
な
か
、
民
間

に
よ
る
国
際
交
流
を
続
け
て

き
た
四
天
王
寺
ワ
ッ
ソ
の
熱

い
想
い
を
紡
い
で
い
こ
う
」

と
平
和
宣
言
し
た
。

文
在
寅
大
統
領
と
安
倍
晋

三
首
相
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
祝

賀
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
。

婦
人
会
石
川
が

チ
ヂ
ミ
ブ
ー
ス

「
国
際
交
流
ま
つ
り
」

【
石
川
】
婦
人
会
石
川
本

部
（
金

嬉
会
長
）
は
１０
月

２１
、
２２
の
両
日
、
金
沢
市
役

所
庁
舎
前
広
場
で
開
か
れ
た

「
国
際
交
流
ま
つ
り
」
に
参

加
し
、
チ
ヂ
ミ
の
ブ
ー
ス
を

出
店
し
た
。
ブ
ー
ス
に
は
行

列
が
で
き
た
。
同
ま
つ
り
は

「
金
沢
に
い
な
が
ら
に
し
て

世
界
を
五
感
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
北
陸
最
大
級
の
イ

ベ
ン
ト
」
。
今
年
は
県
内
か

ら
４８
団
体
が
参
加
し
た
。

韓服姿の朴茂安団長と組織功労者たち

観覧に訪れた初等部元教頭の李和枝さんと児童

【
大
阪
】大
阪
在
住
の
韓
国
伝
統

芸
術
家
に
よ
る
夢
の
共
演
「
第
１１

回
韓
国
伝
統
文
化
マ
ダ
ン
」
が
１２

月
３
日
、
天
王
寺
区
の
大
阪
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
。

出
演
は
呂
英
華
韓
国
伝
統
芸
術

院
、
元
京
愛
絃
ソ
リ
韓
国
伝
統
国

楽
院
、
安
聖
民
、
建
国
中
学
・
高

校
伝
統
芸
術
部
、
金
剛
学
園
小
学

校
舞
踊
部
・
サ
ム
ル
ノ
リ
部
な
ど
。

１７
時
３０
分
開
演
（
開
場
は
１７

時
）
。
チ
ケ
ッ
ト
は
今
年
か
ら
有

料
に
な
っ
た
。
前
売
り
１
０
０
０

円
（
当
日
は
１
５
０
０
円
）
、
全

席
自
由
。
問
い
合
わ
せ
は
同
本
部

文
教
部
（
０
６
・
６
３
７
１
・
７

３
３
１
）。 四天王寺ワッソ

東
京
韓
国
学
校
初
等
部
児
童
に
よ
る

「
作
品
展
示
会
」
が
３
、
４
の
両
日
、
同

校
舎
で
開
催
さ
れ
た
。こ
れ
は
日
本
の「
文

化
の
日
」
に
合
わ
せ
た
特
別
企
画
。

５
年
生
児
童
は
「
２
０
１
８
平
昌
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
団
体
出
展
し
た
。
ス

キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
、
ボ
ブ
ス
レ
ー
、
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
な
ど
１
０
２
種
目
の
な
か
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
競
技
を
選
び
、
粘
土

細
工
の
人
形
で
表
現
し
た
も
の
。
制
作
に

は
児
童
１
２
０
人
が
参
加
し
た
。

個
々
の
作
品
を
よ
く
見
る
と
「
大
韓
民

国
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
「
大
韓
民
国
イ
ギ

ョ
ラ
（
勝
て
）
」
の
小
さ
な
文
字
も
見
ら

れ
、
選
手
の
健
闘
を
祈
る
児
童
の
熱
気
が

伝
わ
っ
て
き
た
。

作品展会場で河貴明会長（左）と崔金粉常任顧問

「
第
３６
回
国
際
文
化
作
品

展
示
会
」
（
婦
人
会
東
京
本

部
主
催
）
が
１０
月
２５
、
２６
の

両
日
、
東
京
・
港
区
の
韓
国

中
央
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
。
同
本
部
管
内
２１
支

部
と
東
京
日
韓
親
善
協
会
連

合
会
（
保
坂
三
蔵
会
長
）
か

ら
丹
精
を
込
め
た
書
画
や
川

柳
、
各
種
工
芸
作
品
な
ど
約

７
０
０
点
が
寄
せ
ら
れ
た
。

今
年
は
根
気
の
要
る
細
か

な
手
作
業
を
積
み
重
ね
た
も

の
と
思
わ
れ
る
力
作
が
目
立

っ
た
。
綿
棒
１
８
０
０
本
を

使
っ
て
組
み
立
て
、
あ
た
か

も
分
子
構
造
模
型
を
想
起
さ

せ
る
作
品
も
そ
の
一
つ
。
足

立
支
部
の
作
品
は
ラ
ッ
プ
や

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯

を
薄
く
カ
ッ
ト
し
た
も
の
だ

が
、
額
縁
に
納
め
ら
れ
た
作

品
か
ら
は
素
材
を
超
越
し
た

美
を
感
じ
さ
せ
た
。

品
川
支
部
の
李
斗
致
さ
ん

（
８７
）
は
江
戸
時
代
に
宿
場

町
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
品
川

の
風
景
を
模
型
で
再
現
し

た
。
海
の
押
し
寄
せ
る
波
打

ち
際
は
本
物
の
貝
殻
と
小
さ

な
ガ
ラ
ス
や
お
は
じ
き
を
使

っ
た
。
当
時
か
ら
有
名
な
御

殿
山
の
桜
も
手
作
り
し
た
。

李
さ
ん
は
「
愛
す
る
品
川
」

の
歴
史
を
振
り
返
る
た
め
、

何
回
も
地
元
の
資
料
館
や
美

術
館
に
足
を
運
ん
だ
。

今
年
は
金
昭
夫
さ
ん
（
豊

島
区
、
民
団
中
央
本
部
生
活

相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
）
も
本

格
的
な
書
を
初
出
品
し
、
注

目
を
集
め
て
い
た
。

オ
リ
ニ
６
組
で

ミ
ニ
蹴
球
大
会

体
育
会
関
東
主
催

体
育
会
関
東
本
部
（
文
京

一
会
長
）
は
第
２２
回
オ
リ
ニ

・
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
５

日
、東
京
韓
国
学
校
で
開
催
。

在
日
と
日
本
の
小
学
生
チ
ー

ム
計
６
組
が
参
加
し
た
。

ま
ず
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
て
予
選
リ
ー
グ
。
本
戦
で

は
そ
の
成
績
を
も
と
に
１
～

４
位
決
定
リ
ー
グ
と
５
位
～

６
位
決
定
リ
ー
グ
に
分
か
れ

た
。保

護
者
か
ら
は
キ
レ
の
あ

る
シ
ュ
ー
ト
や
息
の
合
っ
た

パ
ス
が
出
る
度
に
、
歓
声
が

お
こ
っ
た
。
控
え
の
選
手
た

ち
も
、
指
示
や
声
援
を
送
っ

た
。
最
終
的
な
順
位
は
１
位

が
「
落
五
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
」
。
２
位
が
「
東
京
韓
国

学
校
」
、
３
位
に
「
富
士
見

台
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」。

在
日
本
大
韓
蹴
球
協
会
の

朴
泰
成
専
務
理
事
は
閉
会
辞

で
「
オ
リ
ニ
の
サ
ッ
カ
ー
交

流
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
こ
と

を
祈
る
」
と
述
べ
た
。

ゴールを前にしての攻防戦（東京韓国学校）

在
日
リ
ー
ダ
ー

育
成
ス
ク
ー
ル

東
北
教
室
に
２３
人

【
宮
城
】
第
２
３
３
期
在

日
同
胞
リ
ー
ダ
ー
育
成
ス
ク

ー
ル
・
東
北
教
室
（
学
生
長

�
李
純
午
・
宮
城
本
部
副
団

長
）が
５
日
ま
で
の
３
日
間
、

民
団
宮
城
本
部
会
館
で
開
か

れ
２３
人
が
参
加
し
た
。

河
政
男
民
団
中
央
事
務
総

長
に
よ
る
「
同
胞
社
会
と
民

団
の
歴
史
と
役
割
」
や
權
清

志
企
画
調
整
室
長
の
「
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
」、梁
桂
和
駐
仙

台
総
領
事
に
よ
る
特
別
講
義

「
大
韓
民
国
の
発
展
と
在
日

同
胞
の
貢
献
」
�
写
真
�
な

ど
、
７
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受

講
し
た
。

参
加
者
の
な
か
に
は
日
本

に
嫁
い
で
き
た
新
定
住
者
も

多
く
、
「
私
が
民
団
の
ト
ッ

プ
だ
っ
た
ら
何
を
す
る
」
を

テ
ー
マ
に
２
班
に
分
か
れ
て

の
分
任
討
議
で
は
、
オ
ー
ル

ド
カ
マ
ー
と
新
定
住
者
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
必
要
性

に
意
見
が
集
中
し
た
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル
開
催

１２
月
、
岡
山
市
で

参
加
者
募
集
中

【
岡
山
】
「
み
ん
だ
ん
岡

山
結
婚
相
談
セ
ン
タ
ー
」（
金

学
所
長
）
は
１２
月
１７
日
、
岡

山
市
内
で
ブ
ラ
イ
ダ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
す
る
。

対
象
は
韓
半
島
に
ル
ー
ツ

を
持
つ
２５
～
４５
歳
の
男
女
各

８
人
。
１２
～
１５
時
、
北
区
本

町
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
兼
カ

フ
ェ
・
フ
ル
ー
ツ
店
「
プ
ル

ー
ト
」
で
。
参
加
費
３
０
０

０
円
（
新
規
は
会
員
登
録
が

必
要
）
。
１２
月
１１
日
締
め
切

り
。
同
本
部
（
０
８
６
・
２

２
５
・
０
８
２
６
）。

長
野
か
ら
平
昌
応
援

「
コ
リ
ア

市
民
祭
」

冬
季
五
輪
と
コ
ラ
ボ

再生 長野県日韓協

支部を足場に
組織の強化へ

冬季五輪種目勢ぞろい
東
京
韓
学

初

等

部

作
品
展
示
会

雅
や
か
に
時
代
絵
巻

朝
鮮
王
朝
時
代

民
団
大
阪
も
参
加

支支
部部
のの
成成
果果
事事
例例
をを
共共
有有

自立財源と人材育成方案

建全な団務運営めざして
「民団大阪活性化フォーラム」

韓
服
の
美
し
さ
競
う

「
韓
国
文

化
教
室
」
受
講
生
が
発
表
会

チケット今年から有料に

民団大阪「韓国伝統文化マダン」

根
気
と
ア
イ
デ
ア
光
る

婦
人
会
東
京

国
際
文
化
作
品
展

未
来
見
す
え
前
進
誓
う

民
団
愛
知

創
団
７０
周
年
記
念
式
典

第２８８３号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１７年１１月８日（水曜日）（５）



����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������������������������������
�������������������������������������������
�������������������������������������������
�������������������������������������������
�������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

展示会

音楽会

韓
日
中
３
カ
国
の
子
ど
も

た
ち
が
絵
画
を
通
じ
て
交
流

す
る
第
５
回
「
日
中
韓
児
童

友
好
絵
画
展
」
（
社
会
教
育

団
体
ベ
ル
ポ
会
主
催
）
が
２

日
ま
で
の
５
日
間
、
都
庁
第

一
本
庁
舎
南
展
望
台
で
開
か

れ
た
�
写
真
上
。

韓
国
、
中
国
に
続
き
、
日

本
は
福
岡
県
の
福
岡
市
、
北

九
州
市
、
大
牟
田
市
を
巡
回

し
た
後
、
東
京
が
最
終
地
と

な
っ
た
。
幼
児
か
ら
小
学
生

が
対
象
。
今
年
は
３
カ
国
合

計
約
１
万
３
０
０
０
点
の
応

募
の
中
か
ら
、
入
賞
作
品
各

１
０
０
点
が
選
ば
れ
た
。

テ
ー
マ
は
国
際
交
流
と
世

界
平
和
。
日
本
は
生
活
の
様

子
、
中
国
は
に
ぎ
や
か
な
祭

り
ご
と
、
韓
国
は
観
光
地
や

市
場
な
ど
、
各
国
ご
と
に
特

徴
が
み
ら
れ
た
。
以
前
よ
り

来
場
者
か
ら
東
京
の
子
ど
も

た
ち
の
絵
も
見
た
い
と
い
う

声
が
多
く
、
新
宿
区
教
育
委

員
会
の
協
力
の
も
と
、
今
年

は
初
め
て「
東
京
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
し
た
。

１０
月
３０
日
に
あ
っ
た
開
会

式
の
あ
い
さ
つ
で
、
同
会
の

鶴
ゆ
か
り
理
事
長
は
「
１
枚

の
絵
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
と
つ
な
が
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
善

意
で
開
く
こ
と
が
で
き
た
。

東
京
五
輪
の
際
に
も
海
外
か

ら
来
る
外
国
人
が
善
意
の
輪

を
感
じ
、
こ
の
町
に
来
て
よ

か
っ
た
。
ま
た
東
京
へ
来
た

い
と
い
う
思
い
作
り
の
ご
助

力
に
な
り
た
い
」と
話
し
た
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
夢
」

で
入
賞
し
た
東
京
韓
国
学
校

の
朴
俊
赫
く
ん（
７
歳
）は
、

平
昌
冬
季
五
輪
と
東
京
五
輪

を
応
援
す
る
子
ど
も
た
ち
を

色
鮮
や
か
に
表
現
し
た
。「
友

だ
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
、
世

界
の
た
め
に
が
ん
ば
る
」
と

照
れ
な
が
ら
話
し
た
�
写
真

下
。絵

画
展
に
は
観
光
客
や
外

国
人
の
姿
も
。
同
窓
会
に
出

席
す
る
た
め
、
京
都
か
ら
や

っ
て
き
た
頼
本
敏
威
さ
ん

（
６９
）
は
、
友
人
か
ら
展
望

台
の
話
を
聞
き
都
庁
へ
来
た

と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
子
ど
も

た
ち
の
絵
を
目
に
し
た
と
い

う
。
「
な
か
な
か
良
い
」
と

撮
影
に
没
頭
し
て
い
た
。
一

方
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
観
光
に

来
た
ル
イ
ス

さ
ん
（
６８
）

夫
妻
は
「
独

創
性
が
と
て

も
豊
か
で
素

晴
ら
し
い
」

と
絶
賛
し
て

い
た
。

篆
刻
家
と
し
て
日
本
で
優
れ
た
才
能
を
開
花
さ
せ
た
韓
国
人
、
高
石
峯
氏
（
１
９
０
６
～
９３
年
）
の
１
９
４
３
～

８９
年
制
作
の
作
品
を
紹
介
す
る
企
画
展
「
高
石
峯
篆
刻
展
」
が
１２
月
１０
月
ま
で
、
茨
城
・
古
河
市
の
篆
刻
美
術
館
と

古
河
街
角
美
術
館
（
と
も
に
植
竹
正
美
館
長
）
で
開
か
れ
て
い
る
。
高
氏
の
８４
歳
ま
で
の
篆
刻
や
臨
書
、
創
作
書
作

品
を
は
じ
め
、高
氏
の
刻
印
を
落
款
印
な
ど
に
用
い
た
物
故
書
家
な
ど
の
作
品
１
６
０
点
以
上
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

高
氏
は
１
９
０
６
年
、
韓

国
忠
清
南
道
禮
山
に
生
ま
れ

た
。
１９
歳
で
渡
日
し
、
篆
刻

を
志
し
て
苦
学
を
は
じ
め
、

全
国
を
放
浪
し
な
が
ら
多
く

の
作
品
を
制
作
し
、
生
活
の

糧
と
し
て
い
た
。

３２
年
、「
現
代
書
道
の
父
」

と
い
わ
れ
る
比
田
井
天
来
氏

（
１
８
７
２
～
１
９
３
９
年
）

に
刻
印
を
認
め
ら
れ
、
以
後

３
年
間
、
代
々
木
書
学
院
に

寄
寓
し
て
篆
刻
に
励
ん
だ
。

こ
の
と
き
、
比
田
井
氏
は
還

暦
以
後
の
自
ら
の
作
品
に
は

高
氏
の
刻
印
を
用
い
る
こ
と

を
約
束
し
た
と
い
う
。

代
々
木
書
学
院
で
は
書
家

の
桑
原
翠
邦
氏
、
上
田
桑
鳩

氏
、
金
子
�
亭
氏
、
手
島
右

卿
氏
と
も
交
流
し
、
終
生
親

交
を
深
め
て
い
っ
た
。
高
氏

は
、
書
と
篆
書
は
比
田
井
氏

に
学
び
、篆
刻
に
つ
い
て
は
、

当
時
日
本
で
人
気
の
あ
っ

た
、
河
井
	
廬
氏
に
入
門
し

た
と
い
う
。

３８
年
に
は
奈
良
県
橿
原
神

宮
の
紀
元
２
６
０
０
年
記
念

寶
印
陰
陽
大
印
二
顆
他
を
制

作
し
て
い
る
。

３９
年
１
月
、
比
田
井
氏
が

６８
歳
で
死
去
。高
氏
は
４４
年
、

３９
歳
で
帰
国
し
た
。
帰
国
し

て
か
ら
高
氏
は
日
本
の
関
係

者
と
消
息
を
た
っ
て
い
た
た

め
に
「
高
先
生
は
亡
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
と
い
う
風
説

ま
で
流
れ
た
」
と
、
古
河
歴

史
博
物
館
の
臼
井
公
宏
館
長

は
話
す
。

そ
の
後
、
高
氏
が
健
在
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
日
本
に

も
伝
わ
っ
た
。

高
氏
は
６６
年
１１
月
、
手
島

右
卿
氏
ら
書
学
院
関
係
者
の

招
聘
に
よ
り
２２
年
ぶ
り
に
渡

日
、
１６
カ
月
滞
在
し
、
多
数

の
印
を
刻
し
た
。
７６
年
に
日

韓
文
化
交
流
協
会
の
招
聘
な

ど
、
８８
年
ま
で
に
毎
年
の
よ

う
に
渡
日
し
、
制
作
を
続
け

な
が
ら
多
く
の
篆
刻
作
品
を

遺
し
た
。

高
氏
は
９３
年
９
月
２５
日
、

忠
清
南
道
牙
山
市
（
旧
温
陽

市
）の
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
。

享
年
８８
歳
。

臼
井
館
長
は
「
書
作
品
は

印
の
押
し
方
、
位
置
な
ど
印

を
含
め
た
全
体
の
総
合
芸
術

で
、
落
款
印
も
重
要
な
芸
術

の
一
部
に
な
っ
て
い
る
。
書

家
た
ち
は
名
の
あ
る
篆
刻
家

に
彫
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
る
」
と
語
る
。

今
回
の
展
示
は
、
比
田
井

氏
の
門
下
生
で
高
氏
と
共
に

学
ん
だ
桑
原
氏
の
弟
子
の
ひ

と
り
で
あ
る
吉
野
大
巨
さ
ん

が
企
画
。
没
後
２４
年
の
高
氏

の
刻
印
を
所
持
す
る
書
家
た

ち
は
多
く
、
展
示
作
品
は
こ

れ
ら
関
係
者
が
出
品
し
た
。

篆
刻
美
術
館
、
古
河
街
角

美
術
館
と
も
に
開
館
９
～
１７

時
。
企
画
展
開
催
中
は
、
篆

刻
美
術
館
入
館
料
（
古
河
街

角
美
術
館
共
通
）３
０
０
円
。

休
館
日
は
共
に
２４
日
。

問
い
合
わ
せ
は
篆
刻
美
術

館
（
０
２
８
０
・
２
２
・
５

６
１
１
）。

展
示
さ
れ
て
い
る
高
石
峯
氏
の
篆
刻
作
品
の
一
部

前
回
か
ら
引
き
続
き
、
江
原
道

の
「
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
パ
ー
ク
」
に

来
て
い
る
。
２
０
１
２
年
に
、
ル

ー
プ
ト
ン
ネ
ル
に
置
き
換
え
ら
れ

て
廃
止
に
な
っ
た
、
韓
国
最
大
の

山
岳
路
線
、
嶺
東
線
ス
イ
ッ
チ
バ

ッ
ク
区
間
を
再
活
用
し
た
リ
ゾ
ー

ト
施
設
だ
。

前
回
紹
介
し
た

羅
漢
亭
駅
か
ら
ス

イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
ト
レ
イ
ン
に
揺
ら

れ
る
こ
と
約
２０
分
。
真
新
し
い
ホ

ー
ム
が
見
え
て
き
た
。
標
高
約
４

７
０
メ
ー
ト
ル
。
こ
こ
は
深
浦
里

（
シ
ン
ポ
リ
）
信
号
場
跡
に
整
備

さ
れ
た
、
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
。
線
路
脇
に
は
、
か
つ
て

の
花
形
特
急
「
セ
マ
ウ
ル
号
」
の

客
車
を
改
造
し
た
コ
テ
ー
ジ
「
ト

レ
イ
ン
・
ビ
ラ
」が
並
ん
で
い
る
。

中
心
に
位
置
す
る
セ
ン
ト
ラ
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
昔
の
保
安
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
閉
塞

器
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
か
つ
て

日
本
の
国
鉄
が
使
っ
て
い
た
も
の

と
全
く
同
じ
で
、
懐
か
し
さ
を
感

じ
る
と
同
時
に
、
ド
キ
リ
と
す

る
。さ

て
、
こ
こ
は
峠
の
中
間
点
。

サ
ミ
ッ
ト
は
、
標
高
６
８
０
メ
ー

ト
ル
の
桶
里
（
ト
ン
ニ
）
駅
だ
。

ま
だ
２
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
登
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
実
は
、

直
線
距
離
で
は
１
キ
ロ
し
か
離
れ

て
い
な
い
。
こ
の
峠
が
、
い
か
に

険
し
い
絶
壁
か
わ
か
る
だ
ろ
う
。

嶺
東
線
が
開
通
す
る
ま
で
、
こ
の

区
間
に
は
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
と
呼
ば

れ
る
鋼
索
鉄
道
が
あ
っ
た
。
イ
ン

ク
ラ
イ
ン
は
貨
物
専
用
で
、
乗
客

は
線
路
の
横
に
あ
る
登
山
道
を
、

歩
い
て
上
り
下
り
し
た
と
い
う
。

１
９
６
３
年
に
開
通
し
た
嶺
東
線

は
、
山
中
で
Ω
（
オ
メ
ガ
）
状
の

カ
ー
ブ
を
繰
り
返
し
、
７
・
７
キ

ロ
も
走
っ
て
峠
を
登
り
切
っ
た
。

現
在
、
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
桶
里
駅
ま
で
は
、
観

光
用
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
ス
イ
ス
製
の
車
両
で
、

大
韓
民
国
初
の
山
岳
観
光
鉄
道
と

い
う
触
れ
込
み
だ
。
だ
が
、
安
全

性
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、
緊
急

点
検
整
備
と
し
て
長
期
運
休
中
。

代
わ
り
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行

さ
れ
て
い
る
。

峠
の
頂
上
、
桶
里
駅
の
周
辺
に

は
、
今
も
小
さ
な
町
が
あ
る
。
す

ぐ
南
に
、
ル
ー
プ
ト
ン
ネ
ル
の
出

口
と
東
栢
山
駅
が
あ
り
、
無
煙
炭

を
産
出
す
る
炭
鉱
も
現
役
だ
。

レ
ン
ガ
造
り
の
駅
舎
を
く
ぐ
る

と
、
広
い
ホ
ー
ム
に
遊
園
地
の
よ

う
な
カ
ー
ト
が
ず
ら
り
と
並
ん
で

い
た
。
桶
里
駅
は
、
今
や
「
ス
カ

イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ま
で
の
７
・
７
キ
ロ
を
、
足

こ
ぎ
の
レ
ー
ル
バ
イ
ク
で
風
を
感

じ
な
が
ら
山
を
駆
け
下
り
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。
料
金
は
２
人
乗

り
が
２
万
８
０
０
０
ウ
オ
ン
」
。

チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

申
し
込
み
、
桶
里
駅
か
ら
乗
車
す

る
シ
ス
テ
ム
だ
。

運
転
席
に
座
り
、
説
明
を
受
け

て
い
よ
い
よ
出
発
。
駅
の
敷
地
を

出
る
と
、
す
ぐ
に
下
り
勾
配
と
な

り
、
ほ
と
ん
ど
漕
が
な
く
て
も
ち

ょ
う
ど
良
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で

く
れ
る
。ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、

右
手
の
は
る
か
下
に
、
麓
に
あ
る

道
渓
（
ト
ゲ
）
の
町
が
ち
ら
り
と

見
え
た
。再
び
ト
ン
ネ
ル
に
入
り
、

右
へ
右
へ
と
カ
ー
ブ
し
て
い
く
。

再
び
外
に
出
る
と
、
今
度
は
道
渓

の
町
が
左
に
見
え
た
。
ト
ン
ネ
ル

で
１
８
０
度
タ
ー
ン
し
、
距
離
を

稼
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

２
本
の
レ
ー
ル
が
前
方
に
延

び
、
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
、
と
レ
ー
ル

の
響
き
が
お
尻
に
伝
わ
る
。
小
さ

な
レ
ー
ル
バ
イ
ク
だ
が
、
気
分
は

汽
車
の
運
転
士
だ
。

チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
パ
ー
ク
ま
で
の

所
要
時
間
は
３０
分
弱
。
景
色
が
よ

く
見
え
る
の
で
、
こ
の
鉄
道
が
ど

ん
な
地
形
を
ど
う
い
う
ル
ー
ト
で

走
っ
て
い
る
の
か
、よ
く
わ
か
る
。

楽
し
み
な
が
ら
、
鉄
道
を
建
設
し

た
先
人
の
苦
労
と
歴
史
を
体
感
で

き
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
だ
。

レ
ー
ル
バ
イ
ク
を
下
り
る
と
、

じ
ん
わ
り
と
汗
が
滲
ん
だ
頬
に
山

の
風
が
心
地
良
か
っ
た
。

（
フ
ォ
ト
ラ
イ
タ
ー
）

綺麗に整備されたセントラルステーション。一直
線に延びるインクラインの頂上が桶里駅のあると
ころ

ソ
ウ
ル
の
国
立
中
央
博
物

館
の


基
同
館
長
は
就
任
１

０
０
日
を
迎
え
て
１０
月
２５
日

に
開
か
れ
た
懇
談
会
で
、「
中

央
博
物
館
が
持
っ
て
い
る
遺

物
が
（
地
方
に
比
べ
て
）
圧

倒
的
に
多
く
、
質
も
高
い
」

と
し
、
「
各
地
方
の
国
立
博

物
館
の
代
表
ブ
ラ
ン
ド
に
な

れ
る
よ
う
な
遺
物
を
移
管
し

て
、
観
覧
客
を
引
き
寄
せ
た

い
」
と
話
し
た
。

出
土
地
が
明
ら
か
な
遺
物

を
当
該
地
方
の
博
物
館
に
送

る
と
い
う
も
の
で
、
遺
物
は

元
の
場
所
に
お
か
れ
て
こ
そ

真
正
で
あ
る
と
い
う
文
化
財

保
存
原
則
に
も
合
致
す
る
。

来
年
末
ま
で
ソ
ウ
ル
か
ら

地
方
博
物
館
に
移
管
さ
れ
る

遺
物
４
万
４
０
０
０
点
余
り

は
、
国
立
中
央
博
物
館
が
所

蔵
し
て
い
る
全
体
遺
物
の
１１

％
に
達
し
て
い
る
。

ま
だ
具
体
的
な
移
管
品
目

は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
宝

物
第
１
３
５
９
号
の
「
慶
州

感
恩
寺
址
三
層
石
塔
の
舎
利

荘
厳
具
」
と
宝
物
第
３
４
３

号
の
「
扶
余
外
里
山
水
鳳
凰

柄
レ
ン
ガ
」
「
漆
谷
淨
兜
寺

造
塔
形
止
記
」
な
ど
が
対
象

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。



館
長
は
「
モ
ナ
リ
ザ
を

見
る
た
め
に
パ
リ
の
ル
ー
ヴ

ル
美
術
館
を
訪
れ
る
よ
う

に
、
例
え
ば
、
公
州
の
武
寧

王
陵
の
出
土
遺
物
や
扶
余
の

金
銅
大
香
炉
を
地
方
の
国
立

博
物
館
に
移
転
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
た
め
の
戦
略
を
立

て
た
い
」
と
説
明
し
た
。
文

化
財
が
本
来
の
座
を
取
り
戻

す
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の

文
化
需
要
を
満
た
す
と
い
う

点
で
好
ま
し
い
と
い
う
評
価

を
受
け
て
い
る
。

桶
里
駅
か
ら
出
発
す
る
レ
ー
ル
バ

イ
ク
。
老
若
男
女
が
楽
し
め
る
爽

快
な
乗
り
も
の
だ

ア
ン
・
ソ
ン
ギ
さ
ん

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

大
阪
韓
国
映
画
祭

参
加
者
を
募
集

大
阪
韓
国
文
化
院（
北
区
）

は
、
２６
日
に
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン

ト
大
阪
北
館
４
階
ナ
レ
ッ
ジ

シ
ア
タ
ー
（
北
区
）
で
開
か

れ
る
、
第
３
回
大
阪
韓
国
映

画
祭
「
名
優
ア
ン
・
ソ
ン
ギ

特
集
＆
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

る
。同

映
画
祭
の
特
別
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
今
年
、
デ
ビ
ュ

ー
６０
周
年
を
迎
え
る
俳
優
ア

ン
・
ソ
ン
ギ
さ
ん
を
招
く
。

１
９
５
７
年
の
デ
ビ
ュ
ー
以

来
、
約
１
３
０
本
の
作
品
に

出
演
、
韓
国
だ
け
で
は
な
く

世
界
で
認
め
ら
れ
て
い
る
韓

国
を
代
表
す
る
俳
優
。

〈
上
映
作
品
〉
２６
日
１０
時

３０
分
「
殺
戮
に
い
た
る
山

岳
」
、
同
日
１２
時
５０
分
「
祝

祭
」
、
同
日
１５
時
１０
分
「
ラ

ジ
オ
ス
タ
ー
」
。
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
は
３
作
品
上
映
後
開

催
。入

場
無
料
。
参
加
希
望
者

は
同
院
Ｈ
Ｐ
の
「
応
募
イ
ベ

ン
ト
ｃ
ｌ
ｉ
ｃ
ｋ
！
」
、
メ

ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
。

１５
日
締
切
。
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
。
当
選
者
に
招

待
状
を
１７
日
郵
送
予
定
。
詳

細
は
同
Ｈ
Ｐ
。

問
い
合
わ
せ
は
同
院
（
０

６
・
６
２
９
２
・
８
７
６
０
）。

◆多摩美術大学×Ｃｈａｌｌｅ
ｎｇｅ Ａｒｔ ｉｎ Ｊａｐ
ａｎ２０１７―＃ＴＡＭＡＢＩ＿Ｈ
ＡＫＡＳＥ―

１６日～１２月８日。韓国文化院
ギャラリーＭＩ（東京・新宿区）。
１０～１７時。日曜・祝日（２３日）
休館。無料。オープニングセレ
モニーは１８日１７時。

同大博士課程に在学中の学生
１３人（韓国、日本、中国）と助
手２人による現代アート作品の
展示。期間中、同大博士後期課
程２年生を大賞とした作品講評
会とシンポジウムも行う。

詳細は同院ＨＰ。問い合わせ
は同院（０３・３３５７・５９７０）。

◆―古往今来―高麗李朝 古陶
磁展

１６～２５日。赤坂游ギャラリー
（東京・千代田区）。１１～１９時。
会期中営業。

高麗時代（９１８～１３９２年）の
青磁象嵌、青磁鉄彩手、朝鮮朝
時代初期（１４末～１６世紀）の粉
青沙器（鉄絵、粉引き、刷毛目
鉄絵）、中期（１７後半～１８世紀
前半）の白磁（白磁面取壷�写

真、青花梅文
紙筒）、後期
（１８世紀後半
～１９世紀後
半）の官窯で
あった分院里
窯で朝鮮王家
のために制作
された白磁、

青花（染付）などの逸品の陶磁
器を中心に３２点を展示する。

問い合わせは同ギャラリー
（０３・３５９５・７１１１）。

◆第１４回くにたちふれあいコン
サート―日韓親善友好の調べ

１７日。くにたち市民芸術小ホ
ール（東京）。１４時開演。無料。

国立の高齢者福祉を考える会
（遠藤喜美子代表）主催。遠藤
さんは、『洪蘭坡・評伝』の著
者でソプラノ歌手。韓国近代音
楽の父と呼ばれる洪蘭坡は１９２６
年、国立の東京高等音楽学院（後
に国立音楽大学と改名）に入学、
２９年に卒業している。

同コンサートは、４月２０日に

洪蘭坡生誕１２０年記念祝典を開
いた、韓国、壇君大学から理事
長の張忠植さんをはじめ、４人
の音楽家と遠藤さんらが参加。
オペラ、韓国・日本の歌曲など
を披露する。

問い合わせは野中（０４２・５７７・
１７００）。
◆第４６６回日経ミューズサロン
ジャスミン・チェイ 日本デ

ビューフルート・
リサイタル

２１日。日経ホー
ル（東京・千代田
区）。１８時３０分開
演。入場料一般３８
００円、子ども２５００
円。チケットは日
経ショップ（０３・６２
５６・７６８２）。

ソウル出身。シンシナティ交
響楽団やウィーン交響楽団の首
席奏者を務めた。現在、国際的
に活躍。ソロとしては初の日本
ツアーになる。

問い合わせ・予約は日経ミュ
ーズサロン事務局（０３・３９４３・７０
６６）平日１０～１８時。
◆故郷の家・東京１周年記念「金
星煥（キム・ソンファ）チャリ
ティーコンサート」

２５日。淀橋教会（東京・新宿
区）。１４時開演。入場料１０００円。

１部「クラシックコンサート」
（テナーのキム・ナムド、ソプ
ラノのキム・ソンヒ）。２部「歌
手、金星煥コンサート」。

問い合わせはキム・ソンファ
チャリティーコンサート実行委
員会（０３・３６４４・０５５５）。�C Sanwook Lee

桶里１６

爽
快
…
風
切
り
レ
ー
ル
バ
イ
ク

嶺東線

没没
後後
２２４４
年年
、、
古古
河河
（（
茨茨城城

））
でで
企企
画画
展展

篆篆刻刻家家・・高高石石峯峯氏氏放放浪浪……苦苦学学

１９
歳
で
渡
日
し
才
能
開
花

広
が
っ
た
交
流
の
輪

日
中
韓
児
童
画
展

東
京
で
閉
幕

国
立
中
央
博
物
館
の
遺
物
４
万
余

出
土
地
に
移
管
の
方
針

（６）２０１７年１１月８日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２８８３号
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